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山

本

進

は
　
じ
　
め
　
に

　
乾
隆
の
盛
世
が
終
わ
り
一
九
世
紀
に
入
る
と
、
清
朝
は
一
転
し
て
こ
れ
ま

で
の
放
漫
財
政
の
つ
け
に
苦
し
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
藷
慶
華
壇
教
の

乱
に
対
す
る
戦
費
支
出
を
契
機
と
し
て
国
庫
の
銀
備
蓄
は
急
減
し
、
地
方
宮

は
薄
樺
を
控
除
さ
れ
な
が
ら
庸
空
（
財
政
の
穴
あ
き
）
の
処
理
を
強
い
ら
れ

た
。
そ
こ
で
元
々
地
方
行
政
経
費
の
大
部
分
を
正
業
外
の
非
法
定
的
徴
収
に

よ
っ
て
捻
出
し
て
き
た
州
県
は
、
講
談
や
衙
役
を
使
っ
た
人
民
か
ら
の
隔
規

（
各
種
手
数
料
や
臨
蒔
税
・
付
加
税
な
ど
）
の
需
索
（
収
奪
）
を
よ
り
一
層

強
化
し
、
省
道
府
な
ど
の
上
級
衙
門
も
州
県
か
ら
韻
送
（
上
納
）
さ
れ
る
呪

礼
（
付
け
届
け
）
へ
の
依
存
度
を
高
め
た
。
そ
の
結
果
民
衆
の
負
担
は
次
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
増
加
し
、
租
税
制
度
の
公
平
性
・
透
明
性
は
更
に
低
下
し
た
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
一
九
世
紀
中
国
各
省
に
お
け
る
財
政
制
度
の
硬
直
化
と
、

同
治
～
掛
緒
年
間
の
洋
務
派
地
方
官
僚
に
よ
る
財
政
改
革
に
つ
い
て
検
証
し

て
き
た
。
江
南
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
書
吏
・
三
役
に
よ
る
晒
規
需
索
は
命
案

の
相
験
（
殺
人
事
件
の
検
屍
）
や
路
艶
浮
屍
（
行
き
倒
れ
死
体
）
の
処
理
に

関
連
し
た
も
の
が
最
も
深
刻
で
あ
り
、
早
く
も
慕
慶
年
間
よ
り
郷
習
弊
が
検

屍
と
埋
葬
の
費
用
負
担
を
主
た
る
業
務
と
す
る
新
型
善
堂
を
設
置
し
て
こ
れ

に
射
処
し
て
い
た
。
そ
の
要
望
治
八
年
（
一
八
六
九
）
江
蘇
巡
撫
丁
田
昌
が

随
規
需
索
・
笹
蟹
甲
介
体
系
の
大
幅
な
革
除
を
実
施
し
た
の
で
、
検
屍
費
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

需
索
の
弊
害
は
終
息
し
た
。
た
だ
前
世
で
は
財
政
改
革
以
前
の
郷
紳
層
に
よ

る
自
発
的
需
索
防
止
活
動
を
中
心
に
議
論
を
進
め
た
た
め
、
丁
日
毎
に
よ
る

上
か
ら
の
改
革
に
つ
い
て
は
地
方
的
徴
収
の
革
除
と
省
財
政
の
形
成
を
検
証

し
た
に
と
ど
ま
り
、
他
の
財
政
政
策
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
な
か
っ
た
。
ま
た

善
堂
に
つ
い
て
兇
れ
ば
、
新
型
善
堂
に
見
ら
れ
る
地
方
行
政
経
費
支
払
い
機

関
と
し
て
の
側
面
を
強
調
す
る
余
り
、
そ
の
他
の
一
般
善
堂
と
地
方
財
政
と

の
関
わ
り
は
論
じ
な
か
っ
た
し
、
商
人
層
と
善
堂
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
触

れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
総
じ
て
前
稿
は
、
善
堂
に
お
け
る
同
治
財
政
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改
革
に
先
行
し
た
江
南
郷
心
証
の
自
主
的
運
動
と
し
て
の
側
面
に
重
点
が
置

か
れ
て
い
た
。

　
前
章
で
積
み
残
し
た
諸
課
題
を
解
く
手
が
か
り
と
し
て
、
本
稿
で
は
江
南

財
政
改
革
の
も
う
一
つ
の
課
題
で
あ
る
麓
絹
問
題
を
採
り
上
げ
る
。
楚
掲
に

対
す
る
明
確
な
概
念
規
定
は
史
料
上
に
は
存
在
し
な
い
。
一
般
に
は
広
範
な

摘
（
強
制
的
寄
付
）
制
度
の
中
で
商
品
や
資
産
な
ど
同
母
化
が
可
能
な
対
象

に
漿
と
い
う
微
少
な
割
合
の
臨
時
税
を
課
す
る
も
の
が
増
金
・
蕊
掲
な
ど
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

呼
ば
れ
て
い
る
。
冬
期
に
つ
い
て
は
羅
玉
東
の
包
括
的
潮
繋
が
あ
る
他
、
こ

れ
ま
で
民
衆
運
動
や
通
商
政
策
な
ど
の
分
野
で
も
し
ば
し
ば
触
れ
ら
れ
て
き

・
た
。
し
か
し
そ
の
財
政
史
上
の
位
置
づ
け
や
評
価
は
未
だ
確
定
し
て
い
な
い
。

何
故
な
ら
麓
絹
も
ま
た
銭
糧
と
同
様
、
正
規
課
税
の
外
側
に
様
々
な
慣
行
的

徴
収
を
併
存
さ
せ
て
お
り
、
後
者
の
実
態
が
ほ
と
ん
ど
つ
か
め
な
い
か
ら
で

あ
る
。

　
驚
掲
は
清
朝
財
政
の
下
で
は
正
望
外
の
臨
時
税
で
あ
り
、
そ
の
存
在
形
態

は
時
代
や
地
域
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。
百
貨
驚
金
や
牙
帖
掲
の
よ
う
に

各
省
の
麓
金
局
に
よ
っ
て
厳
重
に
管
理
さ
れ
、
督
撫
財
政
に
占
め
る
地
位
が

高
か
っ
た
籏
絹
も
あ
れ
ば
、
州
県
で
任
意
に
徴
収
・
運
用
さ
れ
る
零
細
な
後

薬
も
あ
っ
た
。
前
者
は
そ
の
由
来
や
徴
収
方
法
が
明
確
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、

太
平
天
国
に
対
す
る
軍
事
費
や
乱
後
の
善
後
費
の
調
達
を
主
目
的
と
し
、
従

来
の
税
制
で
は
ほ
と
ん
ど
把
握
で
き
な
か
っ
た
商
品
流
通
や
商
人
を
新
た
に

課
税
対
象
と
し
て
組
み
込
む
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
後
者
は
史

料
上
に
ほ
と
ん
ど
姿
を
現
さ
ず
、
本
論
で
詳
述
す
る
よ
う
に
当
市
の
為
政
者

で
さ
え
正
確
な
知
識
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
雑
多
な

掲
制
度
を
整
理
・
分
別
す
る
概
念
は
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
便
宜

的
に
前
信
の
基
幹
的
・
中
核
的
再
掲
を
「
蕨
金
運
」
と
呼
び
、
後
者
の
雑
駁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

で
周
縁
的
縫
掲
を
門
雑
事
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
本
稿
が
検
討
の
対
象
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

す
る
の
は
「
写
照
」
で
あ
る
。

　
同
治
～
光
野
蚕
の
洋
務
派
地
方
官
僚
は
、
蕨
金
掲
を
主
た
る
財
源
の
一
つ

と
し
て
省
財
政
を
確
立
し
よ
う
と
企
て
た
。
し
か
し
麓
金
絹
に
併
存
す
る
各

種
雑
指
を
ど
う
扱
う
か
に
つ
い
て
は
、
意
見
が
～
致
し
て
い
な
か
っ
た
。
本

来
な
ら
雑
掲
も
随
規
や
潮
騒
と
同
様
に
浮
礁
と
見
な
し
て
禁
比
す
べ
き
だ
が
、

｝
旦
角
落
が
随
規
や
規
礼
に
代
わ
っ
て
府
州
県
財
政
に
組
み
込
ま
れ
て
し
ま

う
と
、
そ
の
裁
革
は
容
易
で
は
な
い
。
ま
た
江
南
で
は
雑
掲
の
申
に
慈
善
摘

　
　
　
　
　
　
⑥

が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
廃
比
す
る
と
善
堂
の
運
営
が
困
難
に
な
る
恐
れ

が
生
じ
る
。
江
南
の
照
隠
は
既
に
道
光
年
間
に
は
存
在
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

当
初
は
同
業
組
合
か
ら
の
任
意
の
寄
付
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
善

損
提
供
が
恒
常
化
す
る
と
商
人
層
に
と
っ
て
は
租
税
徴
収
と
変
わ
ら
な
い
強

制
的
支
出
と
な
る
だ
ろ
う
。
財
政
改
革
の
実
施
者
と
し
て
は
商
業
活
動
を
圧

迫
す
る
恥
骨
は
な
る
べ
く
整
理
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
府
州
県
財
政
や
楽
堂

経
営
を
逼
迫
さ
せ
る
こ
と
は
角
を
矯
め
て
牛
を
殺
す
に
も
等
し
く
、
地
方
統
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治
に
と
っ
て
必
ず
し
も
得
策
で
は
な
い
。
そ
れ
故
雑
掲
の
処
置
に
つ
い
て
は

督
挺
層
の
中
で
も
一
貫
せ
ず
、
厳
禁
論
者
と
容
認
論
者
と
の
間
に
大
き
な
隔

た
り
が
あ
っ
た
。
本
稿
の
欝
的
は
清
代
後
期
江
南
に
お
け
る
雑
摘
や
善
堂
に

関
す
る
議
論
や
政
策
を
通
し
て
、
洋
採
点
官
僚
が
目
指
し
た
地
方
統
治
の
在

り
方
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。

①
鈴
木
中
正
「
清
末
の
財
政
と
官
僚
の
性
格
」
糊
近
代
中
国
研
究
』
二
輯
、
東
京

　
大
学
出
版
会
、
　
九
五
八
年
、
佐
々
木
正
哉
「
三
豊
二
年
郵
県
の
抗
糧
暴
動
」

　
㎎
近
代
中
国
研
究
』
五
輯
、
東
京
大
学
出
版
会
、
～
九
六
三
年
、
谷
井
陽
子
「
道

　
光
・
成
豊
期
外
省
に
お
け
る
財
務
蕃
調
の
変
化
－
張
集
磐
の
生
涯
を
軸
に

　
一
…
扁
『
東
洋
史
研
究
』
四
七
巻
四
号
、
　
一
九
八
九
年
、
岩
井
茂
樹
「
中
國
専
制

　
国
家
と
財
政
」
噸
中
世
史
講
廃
』
六
巻
、
学
生
社
、
　
九
九
二
年
、
拙
稿
門
明
清

　
時
代
の
地
方
統
治
」
嗣
歴
史
評
論
㎞
五
八
○
号
、
一
九
九
八
年
、
な
ど
。

②
拙
稿
「
清
鑑
後
期
江
漸
の
財
政
改
革
と
善
亀
田
『
史
学
雑
誌
㎞
　
〇
四
編
＝
一

　
号
、
一
九
九
五
年
。

③
羅
玉
東
『
中
国
縫
金
史
睡
商
務
印
書
館
、
～
九
三
六
年
。

④
こ
の
分
類
は
あ
く
ま
で
稲
対
的
な
も
の
で
あ
り
、
「
縫
金
掲
」
と
「
雑
掲
漏
と

　
の
間
に
一
線
を
画
す
る
境
界
が
あ
る
訳
で
は
な
い
。
ま
た
事
実
上
州
県
当
局
の
裁

　
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
「
雑
据
」
も
、
本
来
は
「
縫
金
掲
」
と
岡
様
督
撫
が
管
轄

　
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
運
用
制
度
に
差
異
が
あ
る
訳
で
も
な
い
。

⑤
告
澤
誠
｝
郎
は
清
末
天
津
の
都
市
雑
業
暦
に
科
派
さ
れ
た
房
搦
や
舗
損
な
ど
、

　
本
稿
の
基
準
で
は
雑
話
と
呼
ぶ
べ
き
綴
目
を
「
目
こ
ぼ
し
の
代
価
」
と
捉
え
る

　
（
吉
澤
「
清
末
天
津
に
お
け
る
『
掲
隔
と
都
市
管
理
」
㎎
社
会
経
済
史
学
』
六
三

　
巻
四
号
、
～
九
九
七
年
）
が
、
首
肯
で
き
な
い
。
吉
澤
は
「
都
市
社
会
の
秩
序
は
、

　
居
住
の
自
由
・
営
業
の
自
由
（
住
居
の
不
可
侵
・
私
的
所
有
権
の
保
証
）
と
い
っ

　
た
包
括
的
原
理
に
支
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
上
記
の
よ
う
な
官
と
の
個
別
的
互
酬
関

　
係
に
よ
っ
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」
（
四
九
頁
）
と
断
定
す
る
が
、

　
こ
の
よ
う
な
パ
ト
ロ
ン
ー
ー
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
が
西
欧
や
日
本
の
よ
う
な
封
建
社

　
会
を
経
験
し
な
か
っ
た
伝
統
中
国
で
普
遍
的
に
見
出
せ
る
の
か
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
吉
澤
の
言
う
「
目
こ
ぼ
し
」
と
は
巡
警
の
よ
う
な
下
級
官
吏
が
国
家
に

　
隠
れ
て
人
民
の
違
法
行
為
を
私
的
に
児
逃
し
て
や
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
見

　
返
り
が
袖
の
下
で
は
な
く
国
家
（
都
統
衙
門
）
が
徴
収
主
体
で
あ
る
揖
税
だ
と
い

　
う
の
は
論
理
的
に
お
か
し
い
。
吉
澤
は
据
を
「
堂
々
と
支
払
わ
れ
る
賄
賂
」
（
三

　
九
頁
）
と
も
呼
ぶ
が
、
同
様
に
矛
盾
し
て
い
る
。

⑥
『
中
国
縫
金
史
』
二
｝
二
五
頁
。

⑦
野
馬
進
「
上
海
斎
堂
と
近
代
地
方
自
治
」
（
夫
馬
『
申
園
善
会
善
堂
史
研
究
㎞

　
同
朋
舎
出
版
、
｝
九
九
七
年
、
第
｝
○
章
）
。

一
　
雑
揖
の
叢
生

　
縫
帯
は
公
式
に
は
威
豊
四
年
（
一
八
五
四
）
刑
部
侍
郎
雷
以
誠
が
太
平
天

国
に
対
す
る
兵
痢
確
保
を
目
的
と
し
て
揚
州
府
仙
女
廟
鎮
な
ど
に
て
商
入
よ

り
通
過
税
・
交
易
税
を
徴
収
し
た
こ
と
を
藍
鼠
と
す
る
。
し
か
し
同
業
組
合

な
ど
が
地
方
行
政
経
費
を
肩
代
わ
り
す
る
慣
行
は
奨
金
制
度
の
確
立
以
前
よ

り
存
在
し
た
。
例
え
ば
四
川
で
は
、
嘉
慶
白
蓮
教
の
乱
を
契
機
に
行
戸
や
舗

戸
に
対
す
る
差
務
（
物
資
や
役
務
を
提
供
さ
せ
る
徳
役
）
の
科
派
（
割
り
当

て
）
が
繁
重
に
な
っ
た
の
で
、
商
人
は
同
業
者
間
の
結
束
を
強
化
し
て
負
担

の
均
等
化
と
忌
避
の
防
止
を
図
っ
た
。
威
豊
六
年
に
四
川
で
も
麓
金
の
徴
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

が
開
始
さ
れ
る
と
、
差
務
は
縫
金
付
加
税
に
収
量
さ
れ
た
。
ま
た
江
南
で
は
、
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既
述
の
如
く
道
二
期
よ
り
同
業
組
合
か
ら
善
堂
へ
善
掲
が
納
入
さ
れ
て
い
た
。

善
掲
は
形
式
上
任
意
で
あ
っ
た
が
、
商
人
が
こ
れ
を
拒
む
こ
と
は
事
実
上
困

難
で
あ
り
、
従
っ
て
善
摘
が
集
ま
り
に
く
い
地
域
で
は
善
堂
の
野
墓
が
自
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

資
金
を
提
供
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　
縫
金
を
国
税
と
し
て
確
立
し
た
雷
以
識
も
善
掲
の
収
集
方
法
を
取
り
入
れ

た
。
彼
は
掲
藍
夕
餉
の
推
進
を
訴
え
た
疏
で
「
前
総
督
林
則
徐
の
～
文
願
の

法
に
纏
い
、
米
行
に
勧
諭
し
て
米
～
石
に
つ
き
銭
五
〇
文
を
提
掲
さ
せ
た
」

　
　
③

と
語
る
。
林
の
文
集
に
は
一
文
願
法
実
施
に
関
す
る
記
述
は
見
当
た
ら
な
い

が
、
例
え
ば
清
末
蘇
州
の
碑
刻
に
＝
十
善
願
を
出
し
合
い
善
挙
を
実
施
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
」
と
い
う
記
録
が
あ
り
、
同
治
期
の
善
事
資
料
集
で
あ
る
『
得
一
録
』
に

も
「
同
善
会
の
経
費
は
一
文
会
式
を
参
考
に
し
て
戸
毎
に
毎
日
｝
文
を
掲
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

さ
せ
よ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
善
会
善
堂
が
民
間
よ
り
広
く
薄
く
資
金

を
勧
進
す
る
方
法
で
あ
っ
た
。

　
雑
摘
は
本
来
善
挙
の
た
め
の
任
意
の
寄
付
で
あ
る
善
管
と
は
異
な
る
租
税

の
｝
種
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
両
者
は
混
同
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
蘇
州
の

機
業
は
同
治
三
年
（
一
八
六
四
）
蘇
州
牙
蔽
総
局
・
蘇
亘
理
門
麓
局
に
機
掲

（
織
機
に
課
せ
ら
れ
た
麓
掲
）
を
微
適
し
て
餉
需
に
充
て
る
こ
と
を
願
い
出

た
が
、
同
時
に
正
規
麓
掲
の
他
毎
機
毎
月
銀
二
銭
五
分
を
付
加
徴
収
し
て
機

転
徴
収
経
費
と
雲
錦
公
所
起
工
・
保
息
善
挙
・
蒙
養
義
塾
の
た
め
の
経
費
に

使
い
た
い
と
請
願
し
て
許
可
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
同
治
一
二
年
に
正
摘
が
減

額
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
付
加
税
で
あ
る
随
機
外
掲
も
銀
二
銭
に
減
ら
さ
れ
、

善
挙
費
用
が
捻
出
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
光
緒
一
一
年
（
｝
八
八
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

職
員
管
礼
銘
ら
は
毎
機
銀
五
分
の
増
徴
を
願
い
出
た
。
こ
の
時
機
掲
を
徴
収

し
て
い
た
の
は
機
摘
公
所
で
あ
っ
た
が
、
蘇
州
牙
麓
総
局
は
蘇
城
麓
摘
局
に

対
し
盛
冬
公
所
に
よ
る
付
加
掲
増
徴
の
是
非
を
審
査
さ
せ
た
。
縫
写
照
は
蘇

州
機
業
董
事
に
照
会
し
、
董
事
ら
は
機
業
職
員
管
礼
銘
ら
と
協
議
し
た
と
こ

ろ
、
機
業
に
は
保
息
（
貧
困
者
救
済
）
・
蒙
養
（
義
学
）
の
善
挙
は
あ
る
が

助
喪
・
樋
後
（
寡
婦
救
済
）
・
憧
孤
（
孤
児
救
済
）
は
実
施
し
て
い
な
い
こ

と
を
理
由
と
し
て
、
毎
機
洋
銀
＝
兀
の
賛
助
一
回
限
り
と
毎
月
毎
機
銀
五
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
恒
常
的
支
辮
を
承
諾
す
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。

　
機
掲
は
酸
金
管
の
一
種
と
見
ら
れ
、
機
業
組
合
が
無
糖
公
所
と
呼
ば
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

認
掲
公
所
を
設
け
て
請
負
徴
収
し
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
際
公
所
は
春
景
以

外
に
毎
機
毎
月
銀
　
　
銭
五
分
を
付
加
徴
収
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
雑
掲
で
あ
る
が
、
使
用
目
的
は
機
掲
公
所
の
経
費
と
各
種

善
挙
経
費
で
あ
り
、
後
者
は
善
摘
と
雷
え
る
。
機
掲
付
加
雑
掲
は
同
治
一
二

年
正
掲
の
滅
額
に
伴
い
二
銭
に
減
ら
さ
れ
た
が
、
光
緒
＝
年
機
戸
管
礼
銘

ら
の
請
願
に
よ
り
二
銭
五
分
に
戻
さ
れ
た
。
恐
ら
く
彼
は
機
業
の
善
堂
に
深

く
関
わ
っ
て
い
た
者
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
善
摘
は
税
徴
収
に
便
乗
し
た

民
間
慈
善
団
体
に
よ
る
半
強
制
的
寄
付
集
め
で
あ
り
、
国
家
の
取
り
分
と
は

な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
黒
金
局
は
公
私
混
同
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
徴
収
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を
許
し
て
い
る
。

　
さ
て
江
南
の
雑
掲
に
関
す
る
史
料
は
乏
し
い
が
、
四
川
と
同
様
商
人
に
科

派
さ
れ
た
差
縄
を
淵
源
と
す
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
上
海
早
業
公
所
の
所

有
で
あ
っ
た
得
月
々
趾
に
残
る
二
本
の
碑
刻
に
よ
れ
ば
「
布
業
公
所
は
道
光

三
〇
年
（
一
八
五
〇
）
供
布
の
差
務
を
命
じ
ら
れ
た
の
で
、
協
和
公
局
を
設

け
て
董
事
を
公
激
し
こ
れ
に
当
た
ら
せ
た
。
同
治
一
二
年
供
布
は
官
辮
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

り
、
差
務
は
な
く
な
っ
た
」
と
あ
り
、
道
光
末
か
ら
同
治
末
ま
で
上
海
の
布

業
組
合
に
無
理
と
い
う
差
等
が
科
派
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
一
方
、
民
国
噸
上
海
県
続
志
隔
の
布
掲
の
項
に
付
載
さ
れ
て
い
る
光
冠
三

四
年
（
一
九
〇
八
）
雑
業
誓
事
王
豊
玉
ら
が
商
部
及
び
江
蘇
巡
撫
に
差
し
出

し
た
「
請
免
供
布
津
貼
」
と
い
う
稟
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
篇
か
に
発
す
る
に
、
戸
部
鍛
疋
庫
項
下
の
供
京
布
匹
は
、
向
に
呉
県
に

　
　
帰
し
、
文
を
奉
じ
て
筋
辮
せ
し
め
、
款
は
藩
庫
由
り
給
領
し
た
り
。
輿

　
　
逆
擾
乱
し
、
蘇
常
廉
果
し
た
れ
ば
、
経
前
置
二
塁
臨
池
、
上
海
聖
業
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
董
に
諭
凹
し
、
松
商
の
承
領
屡
屡
と
作
為
し
た
り
。
膳
に
需
む
べ
き
運

　
　
費
・
水
脚
等
は
、
名
づ
け
て
津
貼
と
日
い
、
当
に
布
商
を
集
め
て
公
議

　
　
せ
し
め
、
稀
書
布
匹
内
よ
り
慰
留
す
べ
し
。
稀
套
二
宗
は
、
祇
上
海
一

　
　
隅
の
地
の
み
に
産
す
。
匹
毎
に
二
文
を
碧
潭
し
、
年
ご
と
に
約
ね
銀
四
、

　
　
五
千
両
を
得
た
り
。
商
半
商
写
し
、
向
に
は
造
報
せ
ず
。
嗣
い
で
同
治

　
　
十
年
よ
り
、
官
辮
に
改
帰
し
た
れ
ば
、
津
貼
の
一
項
は
、
布
掲
局
に
附

　
　
在
し
て
徴
収
す
。
其
の
款
は
上
海
道
に
転
解
し
、
藩
庫
に
彙
解
す
。
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
　
お
の
遵
辮
を
経
た
る
こ
と
案
に
在
り
。

　
要
約
す
る
と
、
①
旧
来
戸
部
が
調
達
す
る
鍛
穿
下
題
下
の
棉
布
は
呉
県
の

布
商
よ
り
採
買
さ
れ
、
代
価
は
藩
庫
よ
り
支
払
わ
れ
て
い
た
、
②
太
平
天
国

の
擾
乱
に
よ
り
蘇
州
・
常
州
が
疲
弊
し
た
の
で
、
江
蘇
市
政
使
劉
那
膏
（
同

治
二
年
一
二
月
～
同
治
五
年
四
月
在
任
）
は
上
海
の
布
商
か
ら
も
棉
布
を
買

い
付
け
る
よ
う
改
め
た
。
代
価
は
従
来
通
り
藩
庫
よ
り
支
払
わ
れ
た
が
、
別

途
運
費
や
水
脚
（
共
に
輸
送
費
）
に
名
を
借
り
た
津
貼
（
付
加
費
）
が
科
派

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
③
上
海
布
商
は
特
産
品
の
盤
上
と
里
馬
に
毎
匹
銭

二
文
の
縫
絹
を
掛
け
て
津
貼
を
支
呈
し
た
が
、
こ
の
麓
掲
は
官
に
会
計
報
告

し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
、
④
同
治
一
〇
年
に
供
布
は
官
署
に
移
行
し
た
が
津

貼
は
存
続
し
、
上
海
道
台
を
通
し
て
藩
庫
に
送
ら
れ
た
、
と
な
る
。

　
①
に
よ
る
と
野
鼠
は
本
来
朝
廷
で
使
用
さ
れ
る
高
級
布
の
採
買
（
買
い
付

け
）
で
あ
っ
た
。
民
国
『
呉
羅
志
駈
に
も
「
五
戸
を
選
ん
で
随
時
三
線
等
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

を
買
い
付
け
さ
せ
た
」
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
②
に
よ
る
と
、
同
治
初
買
い
付

け
先
が
上
海
布
商
に
拡
張
さ
れ
た
時
、
新
た
に
輸
送
費
の
補
鎭
を
口
実
と
し

て
盤
上
と
い
う
費
目
が
追
加
さ
れ
、
供
布
と
い
う
商
行
為
は
差
務
と
い
う
公

租
公
課
に
転
化
し
た
。
工
務
の
出
発
点
は
先
の
碑
刻
史
料
と
ず
れ
る
が
、
仮

に
道
光
三
〇
年
よ
り
始
ま
っ
た
と
し
て
も
、
本
格
的
運
用
は
太
平
天
国
終
息

以
後
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
③
に
よ
る
と
、
こ
の
差
上
は
縫
掲
、

130 （1066）



清代後期江南における雑掲と善堂（山本）

そ
れ
も
官
に
対
す
る
会
計
報
告
を
必
要
と
し
な
い
、
雑
摘
に
近
い
麓
損
と
い

う
形
で
徴
収
さ
れ
た
。
こ
れ
が
縞
蚊
で
あ
る
。
恐
ら
く
上
海
で
は
碑
刻
史
料

の
言
う
協
和
公
信
が
こ
れ
を
徴
収
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
碑
刻
史
料
で
は
同
治

＝
一
年
の
供
贈
官
辮
化
に
よ
り
国
務
は
な
く
な
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
が
、

④
に
よ
れ
ば
同
治
一
〇
年
の
宮
辮
化
以
降
も
津
貼
の
徴
収
は
続
い
た
よ
う
で

あ
る
。
上
海
で
は
津
貼
は
布
摘
局
が
一
括
徴
収
し
、
ま
と
め
て
布
黒
鍵
に
送

ら
れ
た
ら
し
い
。

　
こ
の
よ
う
に
一
九
世
紀
後
期
の
江
南
で
は
供
布
（
厳
密
に
は
供
布
に
付
随

し
た
津
貼
1
1
輸
送
費
補
壌
）
と
い
う
差
務
が
布
商
に
科
派
さ
れ
、
布
商
は
布

掲
と
呼
ば
れ
る
雑
据
よ
り
こ
れ
を
支
払
っ
て
い
た
。
上
海
に
お
け
る
布
掲
の

徴
版
は
当
初
官
の
許
諾
の
下
で
布
業
組
合
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
同

治
末
の
供
布
廃
止
以
降
も
、
官
は
布
掲
局
よ
り
直
接
津
貼
の
徴
収
を
続
け
た
。

な
お
布
絹
局
は
同
治
三
年
に
開
設
さ
れ
て
お
り
、
同
治
一
〇
年
ま
で
は
布
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

公
所
を
介
し
て
布
掲
を
徴
収
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
一
九
世
紀
末
に
至
る
と
、
蘇
州
や
常
州
で
は
布
掲
が
減
免
さ
れ
、

上
海
と
の
間
に
不
釣
り
合
い
が
発
生
し
た
。
民
国
『
上
海
黒
駒
志
臨
本
文
に

は
「
布
掲
。
布
疋
の
一
項
、
潅
地
四
郷
の
出
す
所
を
以
て
大
宗
と
為
し
、
蘇

松
通
崇
海
よ
り
運
来
す
る
者
之
に
次
ぐ
。
洋
布
・
幌
羽
等
の
貨
は
、
華
商
が

松
嘉
湖
等
位
に
運
古
す
。
認
据
に
属
す
る
に
係
わ
る
。
群
杭
近
き
は
已
に
退

認
し
た
り
。
件
を
按
じ
て
掲
を
報
ず
」
と
あ
り
、
暗
黒
は
洋
布
・
浄
罪
を
問

わ
ず
売
買
点
数
に
応
じ
て
認
掲
（
牙
行
や
箒
な
ど
に
よ
る
麓
絹
の
請
負
徴

収
）
さ
れ
て
い
た
が
、
後
に
蘇
州
・
杭
州
で
は
免
除
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
王
豊
玉
は
前
掲
引
用
部
分
に
続
い
て
「
惟
心
す
る
に
、
蘇
常
両
府
所
属

の
産
布
の
常
陽
・
昭
文
・
無
錫
・
金
製
・
重
宝
・
武
進
・
陽
湖
等
七
県
の
応

に
派
す
べ
き
供
布
の
津
貼
は
、
光
背
二
十
四
年
経
升
撫
憲
奎
の
復
奏
せ
る
酌

減
蘇
省
布
揖
摺
片
内
に
於
い
て
、
布
掲
は
半
ば
を
減
じ
て
徴
収
し
、
供
布
の

水
脚
、
津
貼
に
敷
ら
ざ
れ
ば
、
男
に
簿
補
を
行
え
等
の
語
有
り
。
是
を
以
て

無
届
解
供
せ
る
墨
磨
各
県
の
津
貼
は
、
倶
に
蘇
牙
薇
局
由
り
酌
平
せ
り
」
と

述
べ
て
お
り
、
上
海
以
外
で
津
貼
を
科
派
さ
れ
た
の
は
常
熟
な
ど
七
県
で
あ

っ
た
が
、
光
緒
二
四
年
（
一
八
九
八
）
江
蘇
巡
撫
奎
俊
に
よ
り
布
掲
は
半
減

さ
れ
、
七
県
が
毎
年
藩
庫
に
納
付
し
て
い
た
上
貼
は
蘇
州
牙
蕊
総
局
よ
り
上

納
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
蘇
常
の
津
貼
は
消
滅
し
た
の
で
は
な
く
、
引
き
続
き
牙
縫
総
局
か
ら
上
納

さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
布
商
か
ら
直
接
収
奪
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
布
製
は
津

貼
と
切
り
離
さ
れ
、
徴
収
額
も
半
減
さ
れ
た
。
最
初
署
務
を
支
辮
す
る
臨
的

で
導
入
さ
れ
た
布
掲
は
、
や
が
て
差
務
と
は
無
関
係
な
定
額
の
流
通
税
へ
と

変
化
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
王
豊
玉
の
稟
の
趣
意
は
、
蘇
常
七
県
に
お
い
て
黄
玉
が
半
減
さ
れ

た
の
に
上
海
で
は
減
額
が
認
め
ら
れ
な
い
の
は
不
公
平
で
あ
り
、
ま
た
近
年

洋
布
や
新
土
布
が
市
場
を
席
巻
し
布
商
の
経
営
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
の
で
、
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上
海
で
も
蘇
州
や
常
州
に
倣
い
、
毎
月
生
布
委
員
に
供
応
す
る
薪
水
銭
五
万

九
七
〇
〇
文
及
び
そ
の
輸
送
費
（
｝
○
○
○
文
に
つ
き
四
文
）
を
除
い
て
津

貼
を
廃
比
し
、
厚
葉
も
停
免
し
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
の
訴

え
は
署
江
蘇
布
聖
業
朱
之
榛
に
よ
っ
て
却
下
さ
れ
る
が
、
商
務
総
会
が
布
政

使
瑞
激
に
呈
請
し
た
と
こ
ろ
裁
可
さ
れ
、
翌
宣
誓
元
年
（
一
九
〇
九
）
三
月

よ
り
免
除
さ
れ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
雑
絹
は
潔
癖
徴
収
経
費
の
捻
出
や
差
務
の
支
辮
な
ど
を
目

的
と
し
て
設
置
さ
れ
、
民
間
母
堂
経
費
を
含
む
こ
と
も
あ
っ
た
。
徴
収
方
法

は
概
ね
同
業
組
合
に
よ
る
認
掲
で
あ
っ
た
が
、
七
戸
よ
り
日
単
位
で
抽
捕
す

る
こ
と
も
行
わ
れ
た
。
例
え
ば
下
宝
第
は
同
治
元
年
頃
の
江
北
の
状
況
に
つ

い
て
「
成
豊
一
二
年
雷
以
誠
の
縫
欄
…
開
始
以
来
、
指
指
・
借
掲
・
紅
絹
・
房

掲
・
馬
匹
・
船
掲
・
雫
掲
・
塩
掲
・
米
掲
・
板
麓
掲
・
活
驚
絹
・
草
々
・
盧

蕩
摘
・
落
地
回
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
こ
こ
九
年
間
で
一
千
万
両
以
上
徴
収
さ

れ
た
」
「
儀
徴
県
で
は
舗
戸
は
毎
日
合
計
制
銭
三
～
四
〇
串
を
鼠
取
さ
れ
、

畝
掲
・
柴
掲
な
ど
と
併
せ
る
と
総
計
約
百
万
両
に
も
達
す
る
が
、
稽
査
は
絶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

え
て
無
く
、
指
款
の
多
く
は
私
的
に
流
用
さ
れ
て
い
る
」
と
語
っ
て
お
り
、

業
種
別
雑
捕
の
他
土
地
や
店
舗
に
対
す
る
零
細
な
雑
筆
が
存
在
し
た
こ
と
が

窺
え
る
。

　
雑
据
は
正
回
外
の
会
計
監
査
が
及
ば
な
い
徴
税
を
許
す
点
及
び
善
部
経
費

の
徴
収
と
い
う
公
私
混
同
を
許
す
点
で
同
治
財
政
改
革
の
主
旨
と
は
背
馳
し

て
お
り
、
督
撫
は
本
来
こ
れ
を
禁
止
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
善
挙
を
行
っ

て
い
る
郷
紳
層
は
財
政
改
革
の
支
持
墓
盤
で
あ
り
、
ま
た
雄
途
の
活
動
は
部

分
的
に
で
あ
れ
社
会
秩
序
を
維
持
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
か
ら
、
郷
郡

履
を
敵
に
回
し
善
堂
の
機
能
を
低
下
さ
せ
る
政
策
は
な
か
な
か
取
り
難
い
。

特
に
布
掲
の
よ
う
に
そ
れ
が
差
務
と
い
う
地
方
行
政
経
費
の
｝
部
を
補
填
す

る
役
割
を
担
っ
て
い
る
場
合
は
、
な
お
さ
ら
廃
止
が
困
難
で
あ
る
。
従
っ
て

同
治
・
光
緒
期
の
江
南
で
は
、
慰
撫
の
対
雑
摘
政
策
は
禁
絶
・
制
限
と
容

認
・
利
用
と
の
間
で
揺
れ
動
い
た
。
次
章
で
は
布
掲
・
舗
掲
を
通
し
て
雑
据

処
分
問
題
の
行
方
を
観
察
し
よ
う
。

①
拙
稿
「
清
代
後
期
四
川
に
お
け
る
地
方
財
政
の
形
成
l
l
会
館
と
驚
金
－
扁

　
『
史
林
臨
七
五
巻
六
号
、
一
九
九
二
年
。

②
夫
馬
進
「
杭
州
善
挙
連
合
体
と
都
市
行
政
、
ギ
ル
ド
お
よ
び
国
家
」
（
糊
申
国
善

　
会
善
堂
史
研
究
』
第
九
章
）
。
夫
馬
は
こ
れ
を
「
善
挙
の
樒
二
化
」
と
呼
び
、
徳

　
役
化
し
た
杭
州
善
挙
共
同
体
モ
デ
ル
と
自
立
性
の
高
い
上
海
同
仁
三
元
堂
モ
デ
ル

　
と
を
措
定
し
て
い
る
。
た
だ
夫
馬
も
認
め
る
よ
う
に
、
大
部
分
の
善
堂
は
杭
州
型

　
で
あ
り
、
上
海
型
は
極
め
て
例
外
的
存
在
で
あ
っ
た
。

③
雷
以
誠
「
請
推
広
指
驚
助
飼
疏
」
成
豊
四
年
三
月
（
『
皇
朝
道
成
同
量
奏
議
臨

　
巻
三
七
、
戸
政
、
麓
掲
）
。

④
『
明
清
蘇
州
工
商
刺
草
刻
集
』
江
蘇
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
年
、
；
毛
～

　
～
四
〇
頁
、
「
王
義
公
所
概
買
房
基
興
辮
善
挙
碑
」
光
緒
一
九
年
九
月
二
九
日
、

　
「
呉
県
為
硫
赦
公
所
公
議
章
程
永
守
勿
改
碑
」
光
緒
二
一
年
四
月
二
一
日
。

⑤
余
治
『
得
一
鶴
舞
巻
一
之
二
、
同
善
会
章
程
、
偶
会
二
言

　
　
　
損
助
必
訳
業
議
。
挨
衆
議
妥
協
。
然
後
勧
募
市
中
。
須
照
一
文
会
式
。
漁
戸
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清代後期江南における雑掴と善堂（山本）

　
　
　
日
掲
銭
～
文
。

⑥
『
江
蘇
省
明
清
以
来
碑
刻
資
料
選
集
』
生
活
・
読
書
・
薪
知
三
丹
誠
店
、
一
九

　
五
九
年
、
　
一
五
～
～
六
頁
、
「
長
一
兀
旦
ハ
｝
二
県
為
機
皿
弟
公
議
按
機
抽
掲
轍
耀
理
同
業
識
叫

　
挙
諭
各
下
戸
踊
躍
掲
輸
母
属
地
匪
游
間
借
端
滋
擾
碑
記
」
光
緒
＝
年
＝
月
。

⑦
同
右
、
一
七
頁
、
「
蘇
城
縫
掲
局
長
元
呉
三
県
為
機
業
創
辮
善
挙
経
費
規
定
毎

　
月
由
機
絹
公
所
継
馬
禁
止
匪
勇
滋
擾
碑
扁
光
緒
一
一
年
＝
一
月
。
な
お
蘇
城
掲
縫

　
局
と
は
蘇
城
六
門
縫
局
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

⑧
認
絹
公
所
に
つ
い
て
は
魍
中
国
麓
金
史
輪
＝
二
頁
、
参
照
。

⑨
『
上
海
碑
刻
資
料
選
編
隔
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
○
年
、
二
〇
三
～
二
〇

　
四
頁
、
「
重
建
布
業
得
月
楼
綺
藻
堂
碑
」

　
　
　
自
道
光
三
十
年
庚
戌
。
承
辮
供
布
。
奉
憲
設
協
和
公
局
。
…
…
造
同
治
十
二

　
　
　
年
甲
戌
。
供
布
目
帰
富
辮
。
事
簡
人
稀
。

　
臣
事
、
二
〇
四
～
二
〇
五
頁
、
門
布
業
先
輩
姓
氏
碑
駄

　
　
　
自
道
光
ヨ
十
年
。
始
有
供
布
差
。
議
挙
商
菱
承
辮
。
兼
管
業
中
事
務
。
…
…

　
　
　
自
同
治
十
二
年
。
供
布
装
帰
心
辮
。
奉
大
部
准
免
商
辮
後
。
公
所
事
宜
。
議

　
　
　
以
司
董
経
理
。

⑩
民
国
噸
上
海
県
続
志
』
巻
七
、
田
二
二
、
雑
税
、
二
王
、
布
掲
、
附
録
請
免
供

　
布
津
貼
案
略
。

⑪
　
民
国
門
呉
県
志
臨
巻
四
九
、
田
賦
六
、
採
辮
、
布

　
　
　
年
額
採
辮
三
線
等
布
。
向
由
呉
県
選
舗
昏
夢
。
此
係
奉
部
随
時
派
辮
。
向
無

　
　
　
定
数
。

⑫
民
国
『
上
海
県
続
志
㎞
巻
二
、
建
置
上
、
各
周

　
　
　
布
壮
重
。
初
葉
租
雰
三
洋
浬
橋
。
同
治
三
年
開
辮
。
…
…
専
指
各
路
及
浦
東

　
　
　
等
処
二
布
。

　
こ
こ
で
言
う
布
掲
局
は
麓
金
局
の
｝
種
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
収
支
が
同
治
一
〇
年

　
ま
で
会
計
報
告
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
お
か
し
い
。
従
っ
て
布
捕
に
は
正
款

　
と
濁
江
と
が
存
在
し
、
報
告
義
務
の
な
い
等
温
が
布
業
公
所
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
、

　
津
貼
に
充
て
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
県
忠
布
掲
の
項
の
注
に
「
光
緒

　
末
。
短
継
蝋
型
」
と
あ
る
の
は
請
巌
窟
布
津
貼
案
に
記
さ
れ
た
宣
統
元
年
か
ら
の

　
布
掲
停
止
を
意
味
す
る
は
ず
だ
か
ら
、
布
指
と
は
山
守
捻
嵐
の
た
め
の
雑
掲
そ
の

　
も
の
で
、
別
に
正
款
布
掲
が
あ
る
訳
で
は
な
い
。
と
り
あ
え
ず
布
面
は
単
一
の
も

　
の
と
理
解
し
て
お
く
。

⑬
『
下
制
軍
二
士
』
巻
｝
、
「
奏
各
省
軍
務
亟
宜
藪
実
以
杜
侵
漁
雷
管
揚
州
江
北

　
措
務
情
形
摺
」
、
「
奏
請
筋
査
江
北
掲
務
附
片
戸
。

二
　
舗
摘
・
布
掲
改
革

　
太
平
天
国
期
の
江
南
で
は
軍
事
費
調
達
を
名
目
と
し
て
各
種
の
雑
損
が
賦

課
さ
れ
た
。
同
治
三
年
差
反
乱
は
終
息
す
る
が
、
団
七
の
多
く
は
継
続
し
て

徴
収
さ
れ
た
。
そ
の
禁
止
に
手
を
着
け
た
の
は
財
政
改
革
を
指
揮
し
た
丁
日

昌
で
あ
る
。

　
丁
日
畠
は
同
治
六
年
（
一
八
六
七
）
工
月
江
蘇
布
政
使
に
就
任
し
、
同
年

～
二
月
に
は
江
蘇
巡
撫
に
遷
り
、
同
治
九
年
六
月
ま
で
在
任
し
た
が
、
三
年

余
の
間
雑
掲
禁
止
の
命
令
を
度
々
下
し
て
い
る
。
就
任
早
々
丁
は
鎮
江
府
に

札
筋
を
下
し
て
「
牙
籏
局
（
蘇
州
牙
縫
総
局
）
か
ら
の
沓
に
よ
る
と
、
丹
陽

県
で
は
城
壁
舗
掲
の
他
航
船
掲
・
庭
竃
指
・
米
里
掲
・
置
戸
掲
・
石
灰
掲
・

洋
薬
掲
な
ど
を
徴
収
し
て
い
る
と
あ
る
。
本
職
が
見
る
に
、
丹
陽
の
腐
敗
が

最
も
ひ
ど
い
。
特
に
牛
絹
に
つ
い
て
は
、
県
は
売
買
者
か
ら
は
掲
を
徴
収
し

て
い
な
い
と
称
す
る
が
、
牙
麓
局
の
言
う
よ
う
に
並
行
が
掲
に
名
を
借
り
て
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私
腹
を
肥
や
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
復
興
途
上
で
あ
る
の
に
、

牛
に
絹
を
課
す
と
は
何
事
か
」
と
叱
正
し
、
署
丹
陽
樹
知
県
金
と
前
総
連
県

　
　
　
　
　
　
　
①

張
の
処
分
を
命
じ
た
。
牙
麓
局
の
沓
に
は
「
署
血
忌
県
金
貸
の
稟
に
よ
る
と
、

同
県
で
は
前
任
の
沈
・
張
両
署
知
県
時
代
よ
り
行
舗
市
掲
を
徴
収
し
て
公
務

に
充
て
て
お
り
、
自
分
も
旧
例
に
従
っ
て
実
施
し
て
い
る
。
零
細
の
小
戸
は

掲
を
免
除
し
、
増
徴
は
し
て
い
な
い
。
公
女
は
牛
行
が
行
用
（
仲
介
手
数

料
）
よ
り
～
頭
当
た
り
銭
二
〇
〇
文
を
納
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
売
買
当

事
者
（
で
あ
る
農
民
）
か
ら
は
徴
収
し
て
い
な
い
、
な
ど
と
述
べ
る
」
と
あ

②り
、
農
民
や
零
細
都
市
民
を
除
く
行
騰
・
舗
戸
の
全
て
に
掲
が
割
り
当
て
ら

れ
て
い
た
ら
し
い
。
丁
が
糾
弾
し
た
の
は
行
舗
掲
だ
け
で
は
な
く
、
航
船
摘

な
ど
の
濫
設
、
特
に
農
業
生
産
の
手
段
で
あ
る
耕
牛
の
取
引
に
対
す
る
掲
の

　
　
　
　
　
③

徴
収
で
あ
っ
た
。

　
次
い
で
丁
は
牙
驚
局
を
通
し
て
候
補
知
遣
様
に
丹
陽
県
の
調
査
を
命
じ
た
。

温
の
報
告
に
よ
る
と
「
丹
陽
で
は
太
平
天
国
の
克
復
後
、
歴
任
の
沈
・
張
・

金
知
県
が
城
市
重
鎮
に
丁
役
を
多
数
派
遣
し
、
行
舗
絹
を
収
取
し
て
行
政
経

費
を
補
填
し
て
き
た
が
、
掲
票
は
発
給
し
て
い
な
い
。
現
在
県
城
内
外
に
は

大
小
併
せ
て
五
～
六
百
戸
の
行
戸
・
舗
戸
が
い
る
が
、
こ
の
内
百
首
十
戸
は

摘
を
免
除
し
、
そ
の
他
に
は
励
磁
（
牛
掲
・
猪
掲
・
雑
亭
亭
な
ど
）
と
日
摘

（
毎
戸
毎
日
一
〇
文
～
三
〇
〇
文
）
を
科
派
し
て
い
る
。
牛
掲
は
漸
く
金
知

県
が
出
示
し
て
停
止
し
た
が
、
膝
行
は
ま
だ
掲
を
徴
収
し
て
い
る
」
な
ど
と

　
④
あ
り
、
太
平
天
国
後
の
善
後
経
費
補
填
を
目
的
と
し
て
、
県
内
の
商
業
従
事

者
に
幅
広
く
掲
が
賦
課
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
そ
の
後
丁
は
督
撫
に
対
し
「
こ
の
掲
の
出
所
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
丹
薬
県

が
回
復
さ
れ
た
直
後
公
費
が
捻
出
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
同
治
三
年
藤
島
県

温
帯
誠
が
巡
撫
の
お
許
し
を
得
て
市
捕
を
試
行
し
、
商
業
の
復
興
を
侯
っ
て

牙
燈
総
局
の
徴
収
に
帰
そ
う
と
し
た
も
の
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
隠
滅
知
県
は

同
治
四
年
八
月
の
引
き
継
ぎ
か
ら
今
ま
で
約
二
年
間
、
何
故
こ
れ
を
隠
し
て

報
告
せ
ず
、
総
局
の
徴
収
に
戻
す
申
請
も
し
な
い
の
か
、
魂
胆
は
さ
っ
ぱ
り

解
り
ま
せ
ん
。
た
だ
丹
陽
は
目
下
疲
弊
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
銭
糧
を
徴
収

せ
ず
、
ま
た
経
費
の
支
給
も
願
い
出
ず
、
専
ら
市
司
で
経
費
を
賄
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
金
署
知
県
が
市
揖
を
唱
え
た
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
何
か
事
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
」
と
報
告
し
て
い
る
。
行
舗
掲
は
市
道
と
も
呼
ば
れ
た

が
、
牙
薇
局
の
統
制
を
受
け
な
い
丹
陽
県
の
特
例
と
し
て
徴
収
さ
れ
、
同
県

の
行
政
経
費
に
充
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
雑
掲
と
見
な
し
て
良
か
ろ
う
。

但
し
丁
は
丹
陽
の
財
政
事
情
を
踏
ま
え
、
金
署
知
県
が
そ
れ
を
私
齢
し
た
か

否
か
に
つ
い
て
は
判
断
を
控
え
て
い
る
。

　
千
日
贔
が
全
省
規
模
で
の
舗
摘
改
革
に
乗
り
出
す
の
は
江
蘇
巡
撫
就
任
後

の
同
治
七
年
か
ら
で
あ
る
。
同
治
七
年
閏
四
月
二
四
日
両
江
総
督
葱
冬
藩
か

ら
上
海
稼
業
商
民
に
よ
る
藪
掲
減
免
請
求
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て
諮
問
さ
れ

た
丁
は
「
昨
年
発
癌
捻
が
平
定
さ
れ
た
時
、
総
督
と
協
議
し
て
江
蘇
省
の
縫
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掲
を
減
免
し
た
が
、
西
捻
が
直
隷
に
侵
攻
し
た
の
で
中
止
し
た
。
捻
軍
が
掃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

討
さ
れ
た
ら
直
ち
に
改
革
に
取
り
か
か
り
た
い
」
と
圃
答
し
、
巌
摘
の
削
滅

に
強
い
意
欲
を
示
し
た
。

　
こ
の
時
雷
除
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
野
市
掲
で
は
な
く
雑
摘
で
あ
っ
た
。

丁
は
ま
ず
「
蘇
州
牙
麓
総
局
の
舗
掲
は
、
収
入
は
低
調
で
あ
る
の
に
委
員
・

董
事
の
俸
給
や
事
務
経
費
は
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
餉
需
に
役
立
た
な

い
ば
か
り
か
人
民
を
も
損
な
っ
て
い
る
。
着
物
鎮
の
店
舗
商
民
は
私
が
（
天

気
回
復
の
）
祈
蒋
か
ら
帰
っ
て
き
た
時
、
輿
を
さ
え
ぎ
っ
て
舗
掲
の
免
除
を

泣
訴
し
た
が
、
そ
の
情
は
誠
に
痛
切
で
あ
っ
た
」
と
し
て
蘇
州
牙
麓
総
局
管

下
の
舗
絹
の
全
廃
を
曾
に
具
申
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
牙
籐
総
局
が
糧
台
へ
送

る
餉
銀
一
万
両
が
不
足
す
る
が
、
丁
は
布
置
使
と
協
議
し
て
書
庫
よ
り
同
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

を
補
選
す
る
了
解
を
得
て
い
る
。
曾
も
丁
の
案
を
承
認
し
、
同
治
七
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

一
日
か
ら
蘇
州
蕊
局
の
舗
摘
を
全
免
す
る
決
定
が
下
さ
れ
た
。

　
丁
が
下
掲
廃
止
の
根
拠
と
し
て
強
調
す
る
の
は
、
徴
税
の
非
効
率
性
・
不

公
平
性
で
あ
る
で
あ
る
。
彼
は
「
十
島
は
（
麓
局
の
）
委
員
が
主
体
と
な
っ

て
微
収
す
る
が
、
舗
揖
は
（
認
掲
公
所
な
ど
の
）
凶
事
が
経
理
す
る
の
で
、

彼
ら
が
恣
意
的
徴
収
を
行
う
と
、
そ
の
被
害
は
最
も
深
刻
で
あ
る
扁
「
二
戸

は
も
し
元
手
を
損
じ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
取
引
を
行
わ
な
い
。
取
引
を
行
わ
な

け
れ
ば
賞
金
を
払
う
必
要
は
な
い
。
し
か
し
舗
掲
は
取
引
の
有
無
を
撫
ぜ
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

一
日
店
を
開
け
る
と
～
日
の
籏
掲
を
取
る
」
と
述
べ
、
同
業
組
合
の
董
事
が

私
的
収
奪
を
働
く
余
地
が
あ
る
こ
と
や
、
開
店
休
業
状
態
で
も
一
律
に
徴
収

さ
れ
る
こ
と
を
舗
掲
の
欠
点
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

　
｝
方
こ
れ
を
聞
い
た
松
濯
掲
籏
総
局
は
「
蘇
局
の
馬
絹
は
既
に
廃
止
が
決

定
し
た
が
、
尊
影
の
房
市
・
坐
質
・
空
船
の
摘
も
商
民
の
苦
累
と
な
っ
て
い

る
」
と
訴
え
、
そ
の
全
免
を
求
め
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
丁
は
「
濯
局
の
房

市
・
坐
買
・
空
船
は
管
鑓
の
舗
掲
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、
異
な
っ
た
対
応
は

で
ぎ
な
い
。
近
田
蘇
松
太
道
膳
宝
時
・
署
蘇
州
府
知
府
劇
徳
模
は
、
費
目
な

ど
の
摘
は
利
益
が
少
な
く
弊
害
が
多
い
の
で
、
早
急
に
廃
止
し
て
流
通
を
活

性
化
す
べ
き
で
あ
る
と
提
言
し
て
い
る
」
と
し
て
、
松
漉
総
局
の
「
舗
掲
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

も
廃
止
す
る
よ
う
曾
に
具
申
し
た
。
こ
れ
よ
り
先
応
愚
筆
は
た
ま
た
ま
公
用

で
蘇
州
に
来
て
、
丁
に
「
標
語
総
局
の
舗
掲
は
蘇
州
総
局
の
そ
れ
よ
り
更
に

少
な
い
の
で
、
一
緒
に
裁
零
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
打
診
し
た
。
し
か
し

丁
は
欠
額
を
補
う
財
源
が
な
い
の
で
即
断
を
避
け
、
鳳
皇
山
の
団
勇
（
民

兵
）
訓
練
費
を
半
減
し
て
補
填
す
る
策
と
併
せ
て
曾
に
申
請
し
た
よ
う
で
あ

⑪る
。
同
治
七
年
六
月
～
二
日
曾
か
ら
松
潅
摘
縫
総
局
の
藤
壷
削
減
案
を
批
准

す
る
旨
の
通
達
を
受
け
た
丁
は
、
濾
局
に
対
し
て
房
市
・
坐
賞
な
ど
の
舖
掲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
停
止
し
、
委
員
を
派
遣
し
て
状
況
を
調
査
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

　
舗
掲
や
房
市
・
心
血
・
空
船
等
掲
は
上
金
局
の
統
制
を
受
け
、
餉
需
の
一

翼
を
担
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
徴
収
形
態
か
ら
考
え
る
と
、
楚
金
掃
に
類

別
す
る
よ
り
は
む
し
ろ
雑
掲
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
丁

135 （1071）



や
曾
は
百
貨
薇
掲
や
牙
帖
掲
な
ど
物
流
や
商
人
の
規
模
に
即
し
た
掲
よ
り
も
、

課
税
形
態
が
大
ま
か
で
不
公
平
が
生
じ
や
す
い
絹
を
廃
止
す
べ
き
だ
と
判
断

し
た
。
同
治
財
政
改
革
で
目
指
さ
れ
た
の
は
、
賦
税
の
減
額
、
地
方
的
徴
収

（
晒
規
需
索
・
規
礼
韻
送
）
の
様
式
、
流
通
課
税
の
拡
大
で
あ
っ
た
が
、
流

通
税
自
体
に
も
で
き
る
だ
け
中
飽
を
排
除
す
べ
き
だ
と
い
う
原
則
が
貫
徹
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
舗
絹
は
江
蘇
省
で
一
律
に
停
止
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
州
県
官
や

書
役
は
時
と
し
て
こ
れ
に
反
し
、
密
か
に
砂
海
を
徴
収
し
た
。
そ
れ
故
丁
は

舗
絹
停
止
告
示
以
後
も
そ
の
徹
底
に
苦
心
し
て
い
る
。
蘇
州
府
毘
山
県
で
は

舗
掲
停
止
の
後
も
、
不
肖
の
書
役
が
城
隠
廟
の
修
理
を
名
厨
と
し
て
日
粥
を

徴
収
し
て
お
り
、
民
衆
は
毎
日
五
文
か
ら
二
～
三
〇
文
を
、
富
戸
の
場
合
は

　
○
文
か
ら
七
～
八
○
文
を
負
担
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
、
丁
は
暴
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

使
に
命
じ
て
首
謀
者
・
徴
収
時
期
・
強
制
の
有
無
を
調
査
さ
せ
て
い
る
。
そ

の
結
果
同
県
鼻
差
酪
文
嫡
に
よ
る
私
的
科
派
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

は
事
実
を
察
知
で
き
な
か
っ
た
第
二
県
を
厳
重
注
意
し
て
い
る
。
ま
た
宝
山

県
知
県
の
稟
に
よ
る
と
「
同
県
典
史
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
編
纂
鎮
で
は
舗

掲
停
止
の
後
、
修
理
廟
宇
掲
を
勝
手
に
科
派
し
て
い
た
。
既
に
徴
収
し
た
五

〇
二
千
文
余
は
直
ち
に
県
に
提
出
さ
せ
た
が
、
こ
の
銭
は
回
書
に
預
託
し
て

利
息
を
生
ま
せ
、
同
鎮
の
義
塾
経
費
に
充
て
て
は
ど
う
か
」
と
あ
り
、
丁
は

こ
れ
を
承
諾
し
な
が
ら
も
「
該
県
の
政
務
は
簡
潔
で
あ
る
の
に
、
何
故
知
県

は
か
か
る
地
方
の
要
事
を
自
ら
調
査
せ
ず
、
典
史
に
委
託
す
る
の
か
、
実
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

不
可
解
で
あ
る
」
と
不
満
を
漏
ら
し
て
い
る
。
上
海
県
で
も
房
椙
∵
舗
掲
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

商
掲
な
ど
が
一
部
で
見
つ
か
り
、
丁
は
応
宝
時
に
調
査
さ
せ
て
い
る
。

　
馬
事
を
私
溢
し
て
い
た
の
は
書
役
だ
け
で
は
な
い
。
地
方
官
が
違
法
に
舗

掲
を
科
派
し
、
こ
れ
に
便
乗
し
て
書
役
が
法
規
を
亘
る
場
合
も
あ
っ
た
。
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
で

が
徐
州
府
砺
山
県
に
下
し
た
批
に
よ
る
と
「
該
県
の
勇
丁
豊
凶
に
裁
撤
し
た

れ
ば
、
緩
む
る
所
の
店
舗
麓
掲
は
、
数
の
多
寡
を
論
ぜ
ず
、
応
に
即
ち
に
一

概
免
齎
し
、
以
て
民
困
を
甦
ら
し
む
べ
し
」
と
あ
り
、
そ
の
加
函
に
は
「
地

方
官
の
養
勇
に
籍
り
て
名
と
為
し
、
私
か
に
自
ら
驚
掲
を
虫
取
す
る
は
、
最

も
弊
政
為
り
。
蓋
し
公
掲
は
則
ち
某
貨
の
応
に
抽
す
べ
き
若
干
、
尚
お
｝
定

の
章
程
有
り
、
其
の
手
を
高
下
す
る
を
致
さ
ざ
れ
ど
、
私
掲
は
則
ち
門
閣
・

書
差
・
劣
董
の
経
手
す
る
に
由
り
、
意
を
騨
に
読
索
し
、
得
賄
の
厚
薄
を
以

て
絹
数
の
多
寡
を
定
む
れ
ば
、
申
飽
の
中
に
又
中
飽
有
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、

陽
山
な
ど
一
部
の
州
県
は
団
勇
の
訓
練
に
仮
託
し
て
舗
掲
を
勝
手
に
抽
収
し
、

更
に
徴
収
業
務
を
請
け
負
っ
た
門
番
・
書
役
・
（
公
所
や
善
堂
な
ど
の
）
董

事
が
恣
意
的
に
収
度
す
る
の
で
、
該
地
の
人
民
は
二
重
の
中
飽
に
苦
し
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
で

れ
て
い
た
。
丁
は
加
西
で
「
現
在
信
金
の
舗
摘
は
業
已
に
全
裁
さ
れ
し
も
、

崇
明
・
如
皐
・
偉
材
（
江
都
・
甘
泉
）
留
処
は
、
善
後
局
に
籍
り
て
名
と
為

し
、
侃
私
抽
を
行
え
ば
、
亦
復
分
別
し
て
裁
撤
厳
癒
せ
よ
。
惟
徐
海
（
徐
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

府
・
海
州
）
等
処
は
耳
目
の
及
ば
ざ
る
所
為
れ
ば
、
激
し
公
に
委
員
の
徐
海
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に
赴
く
時
有
ら
ば
、
其
の
便
書
に
（
つ
い
で
の
時
に
）
密
属
す
る
を
祈
嘱
せ

　
　
　
　
　
　
　
⑰

よ
」
と
命
じ
て
い
る
。

　
舗
掲
の
解
除
に
続
き
、
丁
は
布
摘
の
停
免
に
着
手
し
た
。
彼
が
布
政
使
・

牙
蔽
局
・
常
州
府
へ
下
し
た
「
札
筋
停
免
常
器
布
掲
」
に
は
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
で

　
　
話
す
る
に
、
蘇
省
牙
藍
局
所
属
の
各
処
の
城
・
郷
若
盛
の
舗
搦
は
、
已
経

　
　
に
全
て
裁
撤
を
行
い
、
容
器
を
頒
示
し
た
る
こ
と
案
に
在
り
。
此
の
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ら

　
　
の
布
掲
は
、
既
に
行
荘
由
り
掲
出
し
た
る
こ
と
、
核
べ
た
る
に
舗
掲
と

　
　
異
な
る
無
し
。
応
に
即
ち
に
一
等
停
免
し
、
以
て
公
界
を
昭
ら
か
に
す

　
　
べ
し
。
首
開
辮
の
時
よ
り
前
、
曾
て
該
府
に
拠
る
に
、
向
に
是
の
項
の

　
　
薇
絹
は
、
善
堂
に
帰
し
て
費
に
充
て
し
こ
と
有
る
を
以
て
、
暫
く
収
め

　
　
て
賑
粥
と
作
す
を
請
い
、
将
来
粥
廠
停
撤
す
れ
ば
、
応
に
抽
害
し
て
款

　
　
に
充
つ
を
男
議
す
べ
し
等
の
情
、
稟
明
し
て
案
に
有
り
。
誠
に
曲
る
、

　
　
官
に
在
り
て
は
停
相
し
た
る
の
後
、
復
た
善
堂
の
紳
董
収
取
す
る
有
る

　
　
　
　
た
だ

　
　
を
。
第
地
方
の
官
紳
抽
絹
を
准
さ
ず
と
は
、
早
に
明
文
有
り
。
此
次
の

　
　
裁
免
の
後
、
即
ち
常
郡
の
善
所
は
、
職
工
寵
し
て
費
に
充
つ
を
別
議
し
、

　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
　
擾
累
を
嚇
す
を
致
す
を
准
さ
ず
。

　
丁
の
認
識
に
よ
る
と
、
布
陣
は
結
語
と
同
じ
性
質
の
も
の
な
の
で
、
既
に

蘇
州
牙
薇
総
局
の
立
頭
が
全
廃
さ
れ
た
か
ら
に
は
、
当
然
布
捕
も
停
止
す
べ

き
で
あ
る
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
常
州
府
知
麻
は
、
布
薩
を
善
堂
に
帰
し
て
暫

く
粥
廠
（
粥
の
炊
き
出
し
所
）
運
営
経
費
と
し
、
将
来
粥
廠
が
廃
止
さ
れ
た

ら
布
絹
を
財
政
に
組
み
込
む
べ
し
と
稟
請
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
彼
は
「
地

方
官
紳
の
抽
絹
行
為
は
禁
止
す
る
」
と
い
う
法
令
に
従
っ
て
提
案
を
許
可
せ

ず
、
改
め
て
常
州
府
に
札
筋
を
下
し
て
、
布
掲
禁
止
の
徹
底
を
図
っ
た
の
で

あ
る
。

　
前
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
布
掲
は
供
布
と
い
う
差
務
の
津
貼
で
あ
り
、

同
治
後
期
に
供
布
が
官
辮
化
さ
れ
た
後
も
、
布
晒
の
徴
収
は
続
け
ら
れ
た
。

し
か
し
上
記
の
札
文
に
よ
る
と
、
丁
は
蘇
州
牙
籏
総
局
管
下
州
県
の
布
絹
を

一
律
停
血
し
ょ
う
と
試
み
た
よ
う
で
あ
る
。
因
み
に
彼
は
松
濾
掲
麓
総
局
管

下
州
県
の
布
掲
に
つ
い
て
も
禁
止
を
命
じ
て
い
た
。
太
倉
直
隷
州
陽
明
県
麹

鎮
で
は
布
荘
（
棉
布
問
屋
）
よ
り
徴
収
さ
れ
る
布
薇
の
内
評
疋
銀
鈴
毫
を
控

除
し
て
運
河
湊
深
費
用
と
し
て
備
蓄
し
て
い
た
。
そ
こ
で
丁
は
、
河
工
が
完

成
し
た
後
全
て
の
布
麓
を
廃
止
し
、
決
し
て
舗
掲
を
残
存
せ
し
め
な
い
よ
う

　
　
　
　
　
⑲

に
と
指
示
し
た
。
彼
は
別
の
札
で
、
現
在
舗
掲
は
均
し
く
撤
廃
さ
れ
た
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

崇
明
の
布
驚
も
…
律
に
免
除
せ
よ
と
訓
辞
し
て
い
る
。
濾
局
で
の
布
掲
禁
止

以
後
も
面
明
で
は
布
蕊
や
郡
下
に
付
加
さ
れ
た
河
南
経
費
の
徴
収
が
続
い
た

の
で
、
丁
は
あ
ら
た
め
て
禁
止
の
徹
底
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。

　
丁
の
布
面
改
革
で
偉
容
さ
れ
る
の
は
、
第
一
に
、
早
宮
が
布
掲
の
徴
収
に

関
与
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
布
掲
は
布
業
公
所
が
と
り
ま
と
め
て
布
絹
周

に
納
め
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
公
所
は
布
商
か
ら
善
挙
経
費
を
付
加
し
て
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規
定
よ
り
多
め
に
布
摘
を
微
収
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
札
文
に
あ

る
善
堂
と
は
、
布
商
と
関
係
の
深
い
善
部
か
布
業
組
合
が
運
営
す
る
善
堂
で

あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
布
絹
で
あ
れ
舗
指
で
あ
れ
大
部
分
は
同
業
組
合
が
認

濁
し
て
い
た
か
ら
、
公
所
や
善
堂
の
望
事
が
掲
を
名
目
に
付
加
徴
収
を
行
う

余
地
は
充
分
あ
っ
た
。
逆
に
善
堂
董
事
の
側
か
ら
は
、
驚
粥
の
強
制
力
に
梗

乗
し
な
け
れ
ば
自
発
的
善
蝸
な
ど
ほ
と
ん
ど
集
ま
ら
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
面
壁
と
善
摘
と
は
重
な
り
合
う
部
分
が
非
常
に

大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
注
目
さ
れ
る
第
二
の
点
は
、
地
方
官
で
あ
る
常
州
府
知
府
が
布
掲
を
善
堂

の
資
金
に
転
用
す
べ
き
で
あ
る
と
積
極
的
に
進
書
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

丁
は
札
筋
の
末
尾
で
「
布
掲
よ
り
支
払
っ
て
い
る
没
落
し
た
名
家
の
婦
女
へ

の
毎
月
の
給
付
銭
は
他
か
ら
確
保
で
き
な
い
か
、
ま
た
支
給
を
停
止
で
き
な

い
か
、
書
院
の
経
費
は
他
か
ら
確
保
で
き
な
い
か
、
調
査
し
て
報
告
し
、
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

裁
を
請
え
」
と
い
う
や
や
唐
突
な
命
令
を
下
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
従
前
よ

り
龍
接
や
書
院
な
ど
に
半
ば
公
然
と
流
用
さ
れ
て
い
た
布
指
が
停
止
さ
れ
、

資
金
源
を
失
っ
た
善
堂
の
王
事
が
知
府
に
泣
き
つ
い
て
、
善
堂
経
費
と
し
て

布
絹
を
存
続
し
て
欲
し
い
と
願
い
出
た
の
で
あ
ろ
う
。
賑
賑
で
あ
れ
憧
黎
で

あ
れ
民
問
善
挙
の
拡
大
は
富
の
行
政
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
も
な
る
か
ら
、

知
府
と
し
て
も
彼
ら
を
支
援
す
る
の
は
得
策
だ
と
判
断
し
、
善
挙
経
費
の
補

填
を
目
的
と
し
た
布
絹
の
活
用
を
提
言
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
丁
は
善
挙
が
も
た
ら
す
利
点
よ
り
中
飽
（
中
問
搾
取
）
を
惹
起
す

る
と
い
う
欠
点
を
重
視
し
た
。
札
に
添
付
さ
れ
た
加
函
の
中
で
、
舗
掲
・
布

掲
の
弊
害
に
つ
い
て
「
蓋
し
舗
掲
は
董
事
を
用
い
ざ
る
能
わ
ざ
れ
ど
、
郷
党

の
自
愛
せ
る
者
は
、
皆
董
事
と
為
る
を
肯
ん
ぜ
ず
。
而
し
て
早
事
と
為
る
を

甘
心
す
る
者
は
、
必
ず
皆
郷
曲
に
武
断
し
、
心
術
甚
だ
問
う
可
か
ら
ざ
る
の

人
な
り
。
因
り
て
而
し
て
公
に
仮
り
て
私
を
営
み
、
其
の
手
を
高
下
せ
ん
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
は
公
所
や
尊
堂
の
董
事
を
租
税
の
中
闘
搾

取
者
と
見
な
し
て
い
た
。

　
布
掲
に
対
す
る
丁
と
知
府
と
の
間
の
認
識
の
隔
た
り
は
、
当
時
の
善
堂
の

二
塁
的
性
格
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
善
堂
は
善

挙
を
通
し
て
在
地
の
社
会
的
再
生
産
に
貢
献
す
る
が
、
そ
の
経
済
的
基
盤
は

民
間
の
自
発
的
寄
付
で
は
な
く
、
主
と
し
て
藪
掲
に
仮
託
し
た
中
飽
で
あ
っ

た
。
善
堂
を
支
持
す
る
こ
と
は
、
結
果
的
に
董
事
に
よ
る
中
盤
を
拡
大
す
る

こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
省
権
力
に
よ
る
財
政
の
集
権
化
を
企
図
し
て
い

た
丁
は
、
驚
金
局
の
委
員
が
直
接
徴
収
し
な
い
舖
絹
や
布
摘
を
禁
止
し
て
、

七
転
の
随
規
化
、
逸
事
の
書
役
化
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
常
州
府

知
府
の
よ
う
に
善
堂
の
役
割
を
肯
定
的
に
捉
え
る
地
方
官
僚
は
少
な
く
な
か

っ
た
。

　
常
州
府
に
お
け
る
布
掲
問
題
が
如
何
な
る
経
過
を
た
ど
っ
た
か
に
つ
い
て

は
、
光
緒
末
の
布
摘
改
革
論
争
に
お
い
て
も
争
点
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
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清代後期江南における雑掴と善堂（由本）

ま
ず
光
緒
二
四
年
（
一
八
九
八
）
御
史
徐
士
佳
は
「
望
地
布
掲
は
同
治
六
～

七
年
よ
り
始
ま
り
、
他
省
に
は
な
く
江
蘇
省
に
の
み
存
在
す
る
。
こ
の
内
武

進
・
陽
湖
二
県
の
布
置
は
、
同
治
七
年
夏
曾
国
難
が
こ
の
地
を
通
過
し
た
時
、

紳
士
ら
が
示
禁
を
稟
請
し
た
の
で
、
～
律
に
裁
革
す
る
こ
と
が
図
ら
れ
た
が
、

曾
の
直
隷
総
督
へ
の
転
任
に
よ
り
実
現
し
な
か
っ
た
。
願
わ
く
ば
同
治
七
年

六
月
常
州
府
善
美
が
下
し
た
示
禁
に
照
ら
し
て
、
再
度
布
掲
を
禁
止
さ
れ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

こ
と
を
」
と
主
張
し
た
。
し
か
し
布
掲
の
開
設
は
同
治
三
年
頃
で
あ
る
こ
と
、

布
掲
の
廃
止
を
直
接
命
じ
た
の
は
T
B
昌
で
あ
る
こ
と
、
紳
士
層
は
布
掲
の

存
続
を
求
め
常
州
府
知
府
も
同
調
し
た
こ
と
な
ど
の
諸
点
は
、
本
論
で
得
ら

れ
た
知
見
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
徐
の
説
は
信
頼
で
き
な
い
。

　
続
い
て
同
年
江
蘇
巡
撫
奎
俊
は
「
徐
士
佳
が
蔽
う
落
地
黄
掲
と
は
、
実
は

産
地
布
掲
の
誤
り
で
あ
る
。
産
地
布
摘
は
常
事
・
昭
文
の
み
に
あ
り
、
無

錫
・
金
殴
・
江
陰
三
洋
で
は
濫
行
や
布
荘
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
認
掲
さ
せ
て
い
る
。

毎
年
の
徴
収
数
は
銭
～
万
串
以
下
で
あ
り
、
か
つ
て
は
司
庫
に
備
蓄
さ
れ
、

若
布
の
津
貼
に
充
て
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
武
芸
・
陽
湖
二
県
で
は
、
同

治
七
年
巡
撫
丁
日
昌
が
布
掲
を
停
免
し
た
。
次
い
で
同
治
九
年
、
紳
董
が
書

院
の
資
金
不
足
を
口
実
に
両
県
で
売
買
さ
れ
る
布
疋
か
ら
抽
選
す
る
こ
と
を

請
願
し
、
贈
爵
使
・
麓
金
局
の
協
議
に
よ
り
裁
可
さ
れ
た
。
そ
こ
で
岡
治
一

一両

N
三
月
よ
り
、
府
か
ら
委
員
を
派
遣
し
て
紳
董
と
共
同
で
抽
摘
を
再
開
し
、

こ
れ
を
書
院
の
経
費
に
充
て
た
。
現
在
で
も
布
掲
は
停
止
さ
れ
て
お
ら
ず
、

地
方
公
用
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
年
八
月
よ
り
布
摘
を
半
額
に
減

ら
し
、
輸
送
費
が
不
足
す
れ
ば
別
途
資
金
を
捻
出
し
て
補
撫
せ
よ
」
と
唱
え

⑳た
。
産
地
椙
∵
落
地
溜
論
争
や
布
運
上
派
対
象
州
県
の
限
定
に
つ
い
て
は
史

料
の
裏
付
け
を
欠
く
が
、
武
臣
両
県
で
の
布
捕
復
活
の
経
緯
は
丁
の
札
と
も

概
ね
符
合
し
、
ま
た
王
豊
玉
の
「
請
免
供
布
津
貼
案
」
も
繋
駕
半
減
の
功
を

奎
に
帰
し
て
い
た
か
ら
、
奎
の
説
は
概
ね
事
実
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
盗

の
疏
を
丁
の
札
と
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
丁
が
上
掲
を
禁
止
し
た
の
は
同
治
七

年
、
常
州
府
知
府
の
布
掲
復
活
提
案
に
対
し
禁
止
徹
底
の
鼻
筋
を
下
し
た
の

は
同
治
九
年
（
六
月
の
江
蘇
巡
撫
離
任
以
前
）
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
お
そ
ら

く
丁
の
離
任
に
よ
り
復
活
要
求
は
裁
可
さ
れ
、
同
治
一
三
年
よ
り
抽
掴
が
再

開
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
鼓
楽
佳
の
奏
を
受
け
た
光
緒
帝
は
、
光
緒
二
五
年
三
月
二
七
日
江
蘇
巡
撫

徳
寿
に
謡
講
の
調
査
を
命
じ
た
。
署
蘇
州
布
政
虚
貝
元
鼎
は
調
査
の
結
果
を

新
任
の
江
蘇
巡
撫
甘
受
森
（
光
熱
二
五
年
六
月
～
救
難
二
六
年
八
月
在
任
）

に
報
告
し
、
鹿
か
ら
上
奏
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
江
蘇
省
は
例
と
し
て

供
布
が
科
派
さ
れ
て
お
り
、
古
く
は
棋
歴
が
布
商
を
督
早
し
て
承
黒
し
た
。

輸
送
費
の
不
足
も
布
商
が
補
填
し
た
。
成
豊
一
〇
年
以
前
は
蘇
州
無
碍
と
松

江
布
商
が
分
担
し
て
支
織
し
て
い
た
が
、
煮
焚
以
後
蘇
州
布
商
は
誰
も
支
応

で
き
な
く
な
り
、
供
布
は
中
断
し
た
。
同
治
四
年
蘇
州
の
布
告
は
職
員
戴
権

を
公
挙
し
て
董
事
に
充
当
し
、
蘇
州
鵠
沼
県
の
布
荘
・
布
達
よ
り
忍
男
銭
二
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文
を
提
掲
さ
せ
て
供
僧
を
補
う
こ
と
を
決
議
し
た
。
同
治
六
年
号
は
無
錫
・

金
匿
・
江
陰
三
県
に
所
属
し
常
熟
・
昭
文
と
隣
接
し
て
い
る
郷
鎮
に
布
摘
が

な
い
の
は
不
公
平
だ
と
し
て
、
常
昭
に
倣
っ
て
抽
醸
す
る
こ
と
を
請
願
し
た
。

同
治
一
〇
年
層
は
五
年
分
の
供
布
八
万
疋
を
認
訳
し
、
三
尊
よ
り
提
掲
を
受

け
た
が
、
そ
れ
で
も
一
当
を
支
辮
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
戴
は

董
事
の
任
を
退
き
、
供
布
は
官
辮
化
さ
れ
た
。
同
治
一
三
年
以
後
は
掲
票
を

発
給
し
て
毎
疋
二
文
を
徴
収
し
、
産
地
布
掲
と
名
付
け
ら
れ
た
。
常
昭
両
県

で
は
旧
地
収
摘
し
、
錫
金
江
三
口
で
は
三
三
・
三
三
に
認
摘
さ
せ
た
」
と
あ

⑯る
。
陸
報
告
に
よ
る
と
同
治
四
年
の
津
貼
開
始
よ
り
同
治
一
〇
年
の
供
布
宮

辮
化
ま
で
、
蘇
州
の
布
業
は
藍
事
戴
権
を
通
し
て
布
掲
を
集
め
、
供
布
を
支

辮
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
同
治
七
年
の
布
摘
禁
止
と
九
年
の
復

活
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
。
た
だ
徐
疏
・
奎
疏
と
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
布

摘
が
科
派
さ
れ
た
の
は
概
ね
蘇
州
府
の
常
熟
・
昭
文
二
県
と
常
州
府
の
武

進
・
陽
湖
・
無
暗
・
監
置
・
江
陰
五
県
に
限
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
濾
局
の
布
掲
に
つ
い
て
は
、
三
者
と
も
触
れ
て
い
な
い
。

　
上
記
三
史
料
が
布
摘
に
関
し
て
無
知
や
矛
盾
を
露
呈
し
て
い
る
の
は
、
雑

摘
が
当
時
の
官
僚
で
さ
え
充
分
把
握
で
き
な
い
程
在
地
性
が
強
か
っ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
唯
一
共
通
す
る
の
は
、
光
緒
二
四
年
ま
で
布
搦
の
徴
収
が
続
い

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
丁
日
昌
の
布
掲
改
革
は
結
局
成
功
し
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

①
丁
日
曜
噸
藩
呉
公
腰
下
巻
六
、
「
札
鋏
江
府
署
丹
血
温
金
令
拝
前
署
踏
張
令
」

　
四
月
二
四
日
。

②
同
右
、
「
附
抄
牙
疏
局
盗
」
四
月
二
〇
日
文
到
。

③
金
運
県
は
「
三
指
は
開
戸
が
手
数
料
収
入
の
中
か
ら
支
払
う
商
業
税
で
あ
り
、

　
農
民
に
は
負
担
を
か
け
な
い
扁
と
い
う
が
、
牙
燈
局
や
丁
実
敵
は
「
牙
行
が
手
数

　
料
に
牛
措
を
上
乗
せ
す
る
ば
か
り
か
、
牛
掲
に
名
を
借
り
た
私
収
を
行
う
（
牛
摘

　
分
以
上
に
手
数
料
を
つ
り
上
げ
る
）
こ
と
は
自
明
で
あ
る
」
と
批
判
す
る
。

④
　
　
『
藩
呉
公
三
輪
巻
六
、
「
沓
会
丹
陽
金
製
私
越
畑
款
賢
明
三
葉
」
五
月
｝
八
日
、

　
「
附
抄
温
令
輸
稟
」
五
月
一
八
日
文
到
。

⑤
『
藩
呉
公
蹟
』
二
六
、
「
稟
委
査
丹
陽
金
令
私
収
掲
款
辮
請
撤
参
」
五
月
三
〇

　
日
。

⑥
丁
日
畠
噸
撫
呉
公
績
』
巻
六
、
「
督
院
沓
各
旅
商
罠
求
請
減
免
籔
絹
沓
行
飾
議

　
由
」
。

⑦
『
撫
呉
公
憤
㎞
巻
＝
二
、
「
沓
爵
閣
部
堂
裁
撤
蘇
局
所
属
舗
掲
」
。
な
お
こ
の
年

　
蘇
州
は
水
災
を
被
っ
て
い
る
。

⑧
『
撫
呉
公
膿
輪
巻
；
　
、
魚
脳
衝
撃
撤
舗
掲
告
示
」
。

⑨
　
同
右
、
附
函

　
　
　
且
十
据
尚
有
委
員
作
主
。
舗
禍
則
係
藪
事
経
理
。
高
下
其
手
。
受
害
尤
深
。

　
　
　
…
…
況
行
商
遠
若
蔵
本
。
生
意
即
可
不
倣
。
生
意
不
倣
。
麓
金
即
可
不
完
。

　
　
　
舖
掲
則
無
論
有
無
生
意
。
但
開
一
日
商
。
即
要
｝
日
縫
。

　
行
商
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
舖
掲
は
曇
声
だ
け
で
な
く
三
戸
も
対

　
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
一
戸
指
と
行
戸
掲
を
総
称

　
し
て
舗
掲
と
呼
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
同
文
に
は
「
環
与
子
永
・
彼
肪
熟

　
商
。
皆
醤
舗
世
局
費
私
謁
。
民
選
十
文
。
公
家
不
得
五
文
之
用
」
と
あ
り
、
舗
掲

　
の
徴
税
効
率
は
五
罰
に
満
た
な
か
っ
た
と
も
雷
わ
れ
て
い
る
。

⑩
咽
二
一
公
績
』
巻
＝
～
、
「
松
濾
掲
二
三
周
稟
奉
筋
減
薇
大
概
二
形
並
覆
月
擬

　
各
飽
可
以
節
省
若
干
無
従
査
悉
曲
」
。
同
右
、
巻
一
三
、
「
畜
商
減
免
濾
局
房
市
坐
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＠＠＠＠＠＠＠＠＠ 質
空
船
各
絹
」

　
　
五
月
二
十
八
日
。
拠
松
魚
粥
縫
総
局
稟
称
。
奉
筋
減
驚
。
将
湛
周
大
概
情
形
。

　
　
先
行
主
翼
思
慾
等
情
。
到
本
部
院
。
拠
此
。
査
蘇
属
舗
掲
。
業
経
本
部
院
会

　
　
同
勲
爵
閣
部
堂
出
現
。
於
六
月
初
一
日
起
裁
免
。
拠
稟
一
房
市
・
坐
買
・
空
船

　
　
各
搦
繁
擾
。
於
商
民
尤
為
不
便
。
擬
将
此
三
項
。
一
律
全
免
。
…
…
査
蘇
局

　
　
舗
損
既
裁
。
恩
讐
無
理
泉
市
・
坐
賢
等
据
。
事
同
一
律
。
未
標
準
異
。
日
間

　
　
復
拠
応
道
・
剛
道
等
函
称
。
坐
顕
等
掲
。
利
少
弊
多
。
若
早
行
裁
撤
。
市
路

　
　
可
望
流
通
。
稟
講
早
為
発
示
等
因
。

　
前
註
⑨
、
附
函
。

　
『
撫
呉
公
順
臨
巻
一
五
、

　
凹
撫
呉
公
腰
甑
巻
一
四
、

　
隅
善
誘
公
要
職
巻
一
山
ハ
、

　
糊
撫
呉
公
績
㎞
巻
一
四
、

　
欄
撫
呉
公
腋
㎞
巻
二
七
、

　
『
撫
呉
公
腰
㎞
巻
二
九
、

　
『
撫
呉
公
腰
㎞
巻
四
九
、

　
隅
石
呉
公
腰
臨
巻
四
九
、

辮
由
」
。

「
督
院
沓
覆
難
局
財
嚢
大
概
二
形
」
。

「
密
査
毘
山
城
陛
廟
椙
…
査
明
何
人
為
首
由
」
。

「
蘇
衆
庶
復
箆
山
亭
掴
邑
崩
経
費
～
案
由
」
。

「
羅
店
鎮
私
収
得
掲
叢
入
義
学
催
二
二
数
章
程
」
。

「
上
海
県
稟
紳
董
議
呈
義
倉
積
穀
章
程
録
送
請
示
由
」
。

「
批
揚
山
耳
翼
舗
麓
停
止
並
将
所
雇
二
三
裁
撤
由
」
。

「
札
筋
停
確
論
郡
布
据
」
。

「
松
濾
驚
差
配
稟
崇
明
布
団
査
議
章
程
声
望
各
周
兼

⑳
噸
撫
呉
公
騰
㎞
巻
四
九
、
「
松
濡
総
局
詳
黎
明
布
団
応
否
准
予
遽
免
請
示
由
」
。

⑳
前
註
⑱
、
「
札
筋
停
免
常
郡
冷
掴
」

　
　
　
至
二
項
布
絹
内
抵
支
二
世
族
貧
寒
婦
女
月
給
銭
亀
。
能
否
男
簿
。
抑
二
二
給
。

　
　
　
其
書
院
経
費
。
応
如
何
男
行
簿
済
。
並
筋
・
即
察
酌
妥
議
。
分
案
稟
請
核
奪
。

⑫
同
右
、
主
業
。

⑬
徐
野
津
門
請
禁
江
蘇
落
日
無
爵
疏
」
（
噸
皇
朝
道
成
幽
光
奏
議
撫
巻
三
七
、
戸
政
、

　
驚
掲
）
。

⑭
　
奎
俊
「
査
明
江
蘇
産
地
布
掲
請
酌
徴
収
疏
」
（
咽
皇
朝
道
成
同
光
奏
議
隔
巻
三
七
、

　
戸
政
、
縫
掲
）
。

⑳
　
『
中
国
麓
金
史
』
二
一
二
五
頁
、
第
四
三
表
に
よ
る
と
、
縫
金
蕊
取
の
｝
つ
に
土

　
意
思
が
あ
り
、
こ
れ
は
常
昭
悪
馬
よ
り
駕
す
る
所
の
特
掲
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い

　
る
。
し
か
し
無
難
・
金
置
・
江
陰
の
掲
や
武
進
・
陽
湖
の
掲
と
の
関
係
は
解
ら
な

　
い
。
丁
日
豊
や
上
海
県
費
の
編
者
は
一
概
に
布
掲
と
称
し
て
お
り
、
本
稿
も
そ
れ

　
に
従
う
。

⑳
　
鹿
豊
中
「
査
禁
蘇
州
供
布
津
禁
厭
」
（
『
皇
朝
道
成
同
光
奏
議
』
巻
二
七
、
戸
政
、

　
賦
役
）
。

三
　
雑
摘
改
革
の
挫
折
と
善
堂

　
同
治
後
期
江
蘇
省
で
は
丁
恩
讐
に
よ
り
舗
掲
：
布
漉
の
改
革
が
実
施
さ
れ

た
が
、
こ
れ
に
倣
う
地
域
は
現
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
江
西
省
の
よ

う
に
、
善
堂
を
育
て
る
た
め
雑
摘
に
似
た
善
玉
を
創
設
し
た
地
域
も
あ
る
。

　
成
豊
一
一
年
＝
一
月
か
ら
同
治
四
年
五
月
に
か
け
て
江
西
巡
撫
の
任
に
在

っ
た
沈
藻
槙
は
、
州
県
官
に
育
嬰
堂
の
設
置
と
六
文
会
の
実
施
を
積
極
的
に

働
き
か
け
た
。
同
治
『
南
星
影
志
嚇
に
よ
る
と
、
同
治
二
年
（
一
八
六
三
）

巡
撫
沈
が
自
ら
養
廉
を
寄
付
し
て
育
嬰
局
を
開
設
し
、
紳
士
に
経
費
を
指
輸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

さ
せ
る
と
と
も
に
、
富
戸
に
六
文
願
費
を
三
年
問
掲
輸
さ
せ
た
と
あ
り
、
同

治
隅
鄙
陽
県
志
漏
に
よ
る
と
、
同
治
六
年
知
県
陳
が
銭
五
〇
〇
串
を
掲
資
し

て
育
嬰
堂
を
設
け
、
極
量
や
店
舗
よ
り
毎
月
六
文
会
・
｝
文
節
の
掲
銭
を
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

さ
せ
て
、
こ
れ
を
紳
士
に
管
理
さ
せ
た
と
あ
る
。
ま
た
同
治
『
瑞
昌
県
志
価

に
は
、
同
治
八
年
巡
撫
劉
坤
～
が
六
文
会
保
嬰
章
程
八
条
を
頒
布
し
た
と
あ
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③り
、
同
治
『
南
康
尊
志
』
に
は
、
同
治
一
〇
年
二
月
劉
坤
一
が
溺
女
（
女
児

の
間
引
き
）
禁
止
を
布
告
し
た
の
で
、
知
県
秋
が
懇
書
を
招
集
し
て
六
文
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

を
実
施
さ
せ
た
と
あ
る
よ
う
に
、
後
任
の
寒
湿
一
も
沈
の
政
策
を
引
き
継
い

だ
。　

六
文
会
と
は
前
嵐
の
一
文
善
願
と
同
様
、
毎
月
銭
六
文
を
一
差
と
し
て
民

衆
よ
り
寄
付
を
集
め
る
善
会
の
こ
と
で
あ
り
、
出
擦
者
が
資
力
に
応
じ
て
股

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

数
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
育
霊
堂
の
設
置
と
六
文
会
の
集
掲
に
つ
い
て

は
同
治
年
間
刊
行
の
江
西
省
地
方
志
よ
り
広
く
確
認
さ
れ
、
沈
・
劉
両
巡
撫

の
提
唱
に
府
州
県
宮
が
応
じ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
た
だ
六
文
会
に
よ
る
集
金

の
効
率
は
必
ず
し
も
良
く
な
か
っ
た
。
例
え
ば
瑞
州
府
新
駅
県
で
は
、
同
治

五
年
に
知
県
王
が
六
文
会
を
設
け
、
五
股
か
ら
千
百
股
ま
で
の
寄
付
を
集
め

た
が
、
収
入
が
少
な
い
割
に
は
運
営
が
甚
だ
煩
環
で
あ
っ
た
と
雷
わ
れ
て
い

⑥る
。
ま
た
広
信
府
興
安
県
で
も
、
杭
州
六
文
会
を
参
考
に
救
溺
会
が
設
立
さ

れ
、
成
豊
九
年
か
ら
同
治
九
年
ま
で
四
七
七
名
の
女
児
を
救
済
し
た
が
、
貧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

者
が
増
大
す
る
一
方
で
掲
者
は
減
少
し
、
基
金
を
食
い
つ
ぶ
し
始
め
て
い
る
。

　
沈
藻
槙
や
劉
坤
｝
が
六
文
会
を
推
奨
し
た
の
は
、
江
西
で
は
太
平
天
国
が

も
た
ら
し
た
農
村
の
荒
廃
に
よ
り
地
主
層
の
絹
助
が
あ
ぎ
り
期
待
で
き
ず
、

都
市
の
商
人
か
ら
善
挙
資
金
を
調
達
す
る
以
外
に
手
段
が
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
江
蘇
省
丹
陽
県
で
地
方
行
政
経
費
を
捻
出
す
る
た
め
行
舗
摘
が
実

施
さ
れ
た
の
も
、
同
じ
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。
ま
た
湖
甫
省
で
は
、
長
沙
府

長
沙
県
・
宝
慶
府
新
化
県
・
衡
州
府
郵
県
な
ど
で
六
文
会
方
式
に
よ
る
育
嬰

　
　
　
　
　
⑧

事
業
が
見
ら
れ
、
長
沙
府
益
陽
県
で
も
雲
行
よ
り
商
品
価
格
一
〇
〇
〇
文
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

つ
き
二
文
の
取
引
税
を
墨
取
し
て
育
嬰
堂
経
費
を
素
謡
し
て
い
た
が
、
地
方

志
を
概
観
す
る
限
り
江
西
省
ほ
ど
に
は
普
及
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
六
文
悪
善
掲
は
江
西
や
湖
南
な
ど
商
品
経
済
が
比
較
的
未
発

達
な
地
域
に
適
応
し
た
資
金
調
達
方
法
で
あ
っ
た
が
、
沈
は
含
蓄
元
年
両
江

総
督
に
就
任
後
、
六
文
会
に
よ
る
育
嬰
事
業
を
江
蘇
省
に
も
拡
張
し
よ
う
と

し
た
。
『
江
蘇
省
例
』
に
よ
る
と
、
光
緒
二
年
（
～
八
七
六
）
三
月
一
五
日

江
蘇
言
誤
使
恩
錫
は
沈
の
命
を
受
け
て
府
州
県
に
「
保
嬰
簡
易
章
程
」
「
保

嬰
簡
捷
章
程
」
を
頒
布
し
た
が
、
そ
の
一
条
で
沈
は
「
経
費
を
確
保
す
る
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

も
簡
単
な
方
法
は
～
文
予
言
に
他
な
ら
な
い
」
と
明
言
し
て
い
る
。
ま
た
光

緒
四
年
＝
月
二
〇
日
の
巡
旗
へ
の
札
筋
で
、
彼
は
「
江
西
育
嬰
六
文
会
章

程
は
本
部
堂
が
江
西
巡
警
任
内
に
霜
降
挙
行
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

郷
紳
†
若
苗
に
よ
る
江
蘇
で
の
六
文
会
実
施
要
請
を
許
可
し
て
い
る
。

　
～
文
願
掲
や
六
文
会
が
籏
絹
の
如
く
国
家
の
強
制
力
を
伴
っ
て
い
た
か
否

か
は
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
江
南
の
地
方
志
に
は
沈
の
六
文
会
に
関
す
る
記

述
が
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
ず
、
そ
の
成
果
は
未
詳
で
あ
る
。
し
か
し
都
市
住

民
、
特
に
商
入
か
ら
幅
広
く
抽
掲
す
る
方
法
は
舗
掲
と
共
通
し
て
お
り
、
沈

の
試
み
は
粥
占
昌
の
改
革
と
は
背
馳
す
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
江
蘇
省

慰
撫
は
沈
の
六
文
会
章
程
を
収
録
す
る
も
の
、
丁
の
改
革
に
つ
い
て
は
金
く
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記
載
が
な
い
。
舗
絹
・
布
掲
の
よ
う
な
雑
掲
及
び
六
文
会
の
如
き
雑
掲
に
類

す
る
徴
収
を
整
理
し
よ
う
と
す
る
主
張
は
、
そ
れ
ら
を
地
方
行
政
に
利
用
し

よ
う
と
す
る
意
見
と
較
べ
て
劣
勢
で
あ
っ
た
。

　
革
緒
年
間
に
入
る
と
雑
掲
復
活
の
兆
し
は
ま
す
ま
す
強
ま
る
。
布
摘
改
革

が
成
功
し
な
か
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
光
緒
三
年
上
海
で
は
、
布
掲

局
委
員
が
布
揖
を
支
払
わ
ず
同
業
者
と
同
盟
し
て
訴
訟
を
起
こ
し
て
い
る
棉

布
問
屋
を
列
挙
し
て
上
海
県
に
逮
捕
を
要
請
し
、
知
県
莫
に
よ
り
執
行
さ
れ

　
　
⑫

て
い
る
。
そ
し
て
舗
掲
改
革
も
ま
た
否
定
さ
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
。
『
申
報
撫

に
よ
る
と
、
光
緒
三
年
一
〇
月
江
蘇
布
政
使
恩
田
は
河
南
・
山
西
の
大
聖
魑

を
賑
済
す
る
た
め
に
舗
掲
徴
収
の
再
開
を
企
図
し
、
蘇
州
離
業
公
所
に
人
を

遣
わ
し
各
店
舗
の
店
主
や
従
業
員
の
姓
名
を
調
査
さ
せ
た
。
こ
れ
に
対
し
各

業
は
協
議
の
結
果
、
蘇
州
で
は
近
年
商
業
が
衰
退
し
て
お
り
、
麓
鼻
摘
の
他

に
舗
掲
を
付
加
さ
れ
る
と
ま
す
ま
す
経
営
が
困
難
に
な
る
と
し
て
難
色
を
示

　
⑬
し
た
。
ま
た
同
月
蘇
州
府
知
府
誕
が
巡
防
熱
設
の
た
め
各
層
よ
り
抽
冷
し
よ

う
と
し
て
、
ま
ず
当
舗
の
開
摘
を
求
め
た
が
、
当
舗
は
条
例
に
な
い
と
し
て

　
　
　
　
　
　
⑭

支
応
を
拒
否
し
た
。
し
か
し
恩
は
商
人
ら
の
反
対
を
無
視
し
、
素
躍
廟
に
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

済
局
を
設
置
し
て
舗
摘
の
徴
収
を
実
施
し
た
。
識
知
府
も
各
店
舖
よ
り
一
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

を
出
さ
せ
、
民
団
を
組
織
し
た
。
こ
う
し
て
蘇
州
府
で
は
丁
の
改
革
か
ら
九

年
後
に
当
量
が
復
活
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
蘇
州
府
の
舗
掲
復
活
と
相
前
後
し
て
、
江
蘇
省
各
州
県
で
は
育
五
聖
や
書

院
の
経
費
を
雑
考
で
賄
う
よ
う
に
な
っ
た
。
揚
州
府
高
郵
州
で
は
同
治
八
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

以
降
籏
局
が
｝
文
章
指
を
集
め
て
育
嬰
堂
に
送
っ
て
い
た
。
准
安
府
山
陽
県

で
は
同
治
年
間
養
幼
堂
の
経
費
を
城
内
の
舗
戸
よ
り
日
を
按
じ
て
下
穿
さ
せ

　
　
⑱

て
い
た
。
徐
州
府
唯
寧
県
で
は
光
緒
二
年
知
県
が
玉
響
院
と
育
嬰
堂
を
併
せ

た
安
懐
堂
を
開
設
し
、
戸
毎
に
提
掲
さ
せ
る
と
と
も
に
市
姫
か
ら
も
舗
捕
を

　
　
　
⑲

徴
収
し
た
。
松
江
府
華
華
県
で
は
成
豊
期
軍
艦
確
保
の
た
め
薬
瓶
に
月
掲
を

科
派
し
、
布
質
草
が
こ
れ
を
徴
収
し
て
い
た
が
、
下
緒
期
に
は
布
隅
棚
よ
り

善
堂
に
送
ら
れ
、
竪
猿
受
験
の
旅
費
・
書
院
経
費
・
全
節
堂
経
費
に
使
用
さ

　
　
　
⑳

れ
て
い
た
。
太
倉
直
隷
翻
倒
山
県
で
も
同
治
末
年
よ
り
県
城
の
紳
士
が
典
掲

を
徴
収
し
公
選
堂
経
費
に
充
て
て
い
た
が
、
同
県
大
場
鎮
で
は
光
緒
元
年
同

仁
堂
が
保
嬰
事
業
を
開
始
し
、
典
掲
か
ら
経
費
を
賄
っ
て
い
た
。
光
緒
七
年

同
仁
堂
が
留
嬰
事
業
に
も
手
を
拡
げ
た
時
、
坐
洲
ら
は
県
に
毎
疋
一
文
の
布

掲
徴
収
を
稟
請
し
許
可
さ
れ
た
が
、
後
に
は
布
商
の
認
掲
（
毎
年
銭
轡
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
⑳

串
）
に
改
め
ら
れ
た
。
岡
県
江
湾
里
鎮
で
も
光
緒
一
七
年
知
県
馬
海
曙
が
保

嬰
を
実
施
し
た
時
、
各
駅
荘
よ
り
聖
餐
一
文
の
布
掲
を
抽
生
す
る
よ
う
鎮
董

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
諭
筋
し
た
が
、
四
年
で
停
止
し
て
い
る
。
こ
の
上
汐
戸
が
要
理
・
月
指
を

善
堂
に
醇
出
し
て
い
る
例
や
同
業
組
合
が
綜
掲
・
茶
摘
な
ど
の
形
で
善
摘
を

支
払
っ
て
い
る
例
は
地
方
志
に
数
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
名
目
上
は
自

発
的
寄
付
で
あ
る
が
、
上
記
の
事
例
と
同
様
姫
製
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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蘭
留
…
が
官
の
命
令
に
よ
り
半
強
制
的
に
徴
収
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
善

堂
の
道
徳
性
は
低
下
し
、
結
果
的
に
民
心
の
離
反
を
招
い
た
。
た
と
え
ば

『
申
報
睡
同
治
一
二
年
＝
一
月
一
九
日
付
門
論
説
堂
新
聞
」
は
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。
「
善
堂
が
設
置
さ
れ
た
の
は
本
来
遍
く
貧
民
を
救
済
す
る
た
め
で

あ
り
、
董
事
を
援
助
す
る
た
め
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
上
海
の
善
堂
は
年
月

の
経
過
と
と
も
に
弊
害
が
叢
生
し
た
。
時
と
し
て
遊
蕩
の
馬
事
が
前
人
の
遺

規
に
借
り
、
官
憲
の
告
示
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。
彼
ら
は
最
初
告
示
を
頼

り
に
富
商
大
雨
に
勧
組
す
る
が
、
富
商
鉱
質
は
そ
れ
が
空
言
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
る
の
で
、
全
く
提
漏
し
な
い
。
そ
こ
で
董
事
は
官
憲
の
威
力
を
侍

ん
で
妓
館
や
姻
間
に
勒
派
す
る
。
妓
館
や
谷
間
は
己
の
営
業
が
違
法
行
為
で

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
告
示
に
従
い
提
掲
を
承
諾
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
こ
れ
で
は
善
意
の
名
が
あ
っ
て
も
善
堂
の
実
は
な
い
。
昔
日
の
楽
善
好

施
の
善
堂
と
今
日
の
奉
公
守
法
の
善
堂
と
は
非
常
に
懸
隔
し
て
い
る
」
。
上

海
で
は
善
捕
に
名
を
借
り
た
省
電
の
金
集
め
が
横
行
し
て
お
り
、
窟
商
大
賛

は
提
絹
を
拒
む
の
で
、
遊
郭
や
ア
ヘ
ン
窟
か
ら
無
理
や
り
掲
を
取
り
立
て
て

い
る
と
論
者
は
告
発
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
昔
日
の
善
書
を
「
雨
脚

好
施
」
と
呼
び
、
対
照
的
に
今
日
の
善
堂
を
「
奉
公
昏
々
」
と
称
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
論
者
の
認
識
に
よ
る
と
、
善
堂
が
民
間
の
自
発
的
慈
善
の
み

に
よ
っ
て
営
ま
れ
て
い
た
時
代
に
は
、
貧
民
救
済
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た

が
、
法
に
従
い
（
摘
を
抽
塗
し
て
）
公
務
を
遂
行
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
董

事
の
堕
落
と
商
人
の
提
掲
忌
避
を
招
い
た
ら
し
い
。
皮
肉
な
こ
と
に
国
家
が

霊
堂
に
雑
訴
や
善
掲
の
徴
収
を
認
可
し
た
こ
と
で
、
善
堂
本
来
の
貧
民
救
済

機
能
は
却
っ
て
低
下
し
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
光
福
二
年
一
〇
月
　
六
日
付
の
「
至
愚
不
善
」
と
題
さ
れ
た
記
事
に

よ
る
と
「
上
海
は
他
地
域
と
較
べ
て
善
管
が
多
く
経
費
も
潤
沢
で
あ
る
が
、

悪
事
が
安
逸
な
生
活
を
掌
り
広
い
家
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
も
天
下
随
一
で

あ
る
。
彼
ら
は
前
日
広
域
寺
前
で
野
宿
し
て
い
た
婦
人
を
七
日
間
放
置
し
、

保
護
し
な
か
っ
た
。
ま
た
近
日
守
節
を
誓
っ
た
褄
婦
を
援
助
し
な
か
っ
た
。

風
信
ら
は
財
政
に
余
裕
が
な
い
と
訴
え
る
が
、
そ
れ
な
ら
総
計
八
○
余
本
の

京
劇
を
上
演
す
る
費
用
は
ど
う
し
て
賄
え
る
の
か
。
彼
ら
は
毎
年
暮
れ
に
衆

入
よ
り
米
蔵
を
嘗
試
さ
せ
、
己
に
対
し
て
慈
善
を
行
っ
て
い
る
の
だ
」
と
あ

り
、
上
海
善
堂
の
逸
事
が
私
腹
を
肥
や
し
民
衆
を
見
捨
て
て
い
る
こ
と
が
厳

し
く
批
判
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
も
ま
た
、
影
堂
が
絹
を
着
古
し
な
が
ら

本
来
の
業
務
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
る
有
様
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
因
み
に
蚕
繭
五
年
八
月
七
日
付
「
公
請
撲
掲
助
賑
」
に
よ
る
と
「
蘇
州
・

松
江
・
常
州
・
鎮
江
・
太
倉
で
は
、
太
平
天
国
以
後
海
軍
か
ら
月
掲
を
徴
収

し
て
善
後
経
費
と
し
、
そ
の
後
叢
叢
経
費
に
充
て
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
資

金
が
巨
額
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
同
年
六
月
上
海
の
通
人
が
数
量
分
の
掲
款

を
借
擾
し
て
山
西
伝
話
に
充
て
る
べ
し
と
道
議
に
提
案
し
た
。
し
か
し
諸
善

堂
は
渋
っ
て
実
施
し
な
か
っ
た
の
で
、
蘇
松
太
三
地
方
の
善
士
ら
が
江
蘇
巡
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撫
呉
元
煩
に
請
願
し
、
漸
く
挙
行
さ
れ
た
扁
と
あ
る
。
い
ざ
善
挙
を
実
施
す

る
と
な
る
と
、
善
堂
の
董
事
は
た
ち
ま
ち
及
び
腰
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
善
堂
に
対
し
て
商
入
ら
は
最
早
掲
の
提
供
を
願
わ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
董
事
は
～
層
摘
に
依
存
し
よ
う
と
し
、
地
方
衙
門
も
容
易
に
認
可
を

出
し
た
の
で
、
な
お
さ
ら
善
堂
は
地
域
社
会
か
ら
遊
離
す
る
と
い
う
悪
循
環

に
陥
っ
た
。
光
緒
五
年
蘇
州
府
城
の
診
査
堂
で
は
経
費
が
異
常
に
不
足
し
、

董
事
ら
は
猪
揚
を
勧
駕
し
て
こ
れ
を
補
填
し
た
い
と
申
し
嵐
た
の
で
、
蘇
州

府
知
道
心
は
、
肉
一
斤
に
つ
き
銭
二
文
、
豚
｝
匹
に
つ
き
九
賃
銭
八
○
文
の

猪
摘
を
徴
収
し
、
肉
行
が
会
館
に
集
め
て
会
館
か
ら
育
嬰
堂
に
支
給
す
る
す

る
こ
と
を
認
め
、
給
示
暁
諭
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
専
行
・
肉
舗
ら
は
再
三

府
に
出
向
い
て
猪
掲
の
免
除
を
願
い
出
た
。
し
か
し
畢
は
、
猪
椙
…
が
善
挙
を

目
的
と
し
て
い
る
こ
と
、
現
在
蘇
州
の
肉
価
は
低
落
し
て
お
り
消
費
者
に
絹

を
転
嫁
し
易
い
こ
と
を
理
由
に
彼
ら
の
請
求
を
却
下
し
、
今
後
育
嬰
堂
の
経

費
が
充
実
す
る
か
新
た
な
財
源
が
見
つ
か
れ
ば
停
止
す
る
と
い
う
条
件
付
き

　
　
　
　
　
　
　
⑬

で
猪
絹
を
開
始
し
た
。

　
だ
が
肉
舗
は
認
絹
を
拒
否
し
、
訴
訟
を
起
こ
し
て
猪
掲
廃
止
運
動
を
続
け

た
。
そ
こ
で
宮
は
運
動
の
首
謀
者
を
逮
捕
し
て
県
に
拘
束
し
た
。
光
緒
七
年

肉
舗
は
漸
く
軟
化
し
、
毎
月
大
銭
六
〇
千
文
の
認
絹
と
3
1
き
替
え
に
和
解
を

願
い
出
た
。
た
だ
こ
の
時
既
に
育
嬰
堂
の
経
費
は
充
足
し
て
い
た
の
で
、
巡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

撫
は
こ
れ
を
太
湖
救
生
局
の
財
源
に
充
当
さ
せ
た
。
聖
堂
が
国
家
権
力
を
頼

み
と
し
て
半
強
制
的
に
資
金
を
集
め
、
国
家
も
善
堂
の
維
持
を
ロ
実
に
雑
損

を
相
継
い
で
科
派
し
た
こ
と
が
こ
れ
ら
の
史
料
よ
り
読
み
取
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
同
細
末
か
ら
光
緒
前
期
に
か
け
て
江
蘇
省
で
は
丁
日
昌

の
舗
指
改
革
に
反
す
る
よ
う
に
各
種
の
雑
婚
が
創
生
さ
れ
た
。
舗
掲
自
体
も

光
緒
三
年
に
蘇
州
府
で
復
活
し
た
。
多
く
の
場
合
国
家
は
善
堂
の
経
費
補
塀

を
口
実
に
雑
書
を
賦
課
し
、
善
堂
も
ま
た
国
家
権
力
の
庇
護
の
下
で
雑
掲
徴

収
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
。
国
家
と
善
堂
が
癒
着
し
た
こ
と
に
よ

り
、
善
堂
は
地
域
社
会
か
ら
乖
離
し
、
財
政
改
革
に
よ
っ
て
そ
の
力
を
大
幅

に
制
限
さ
れ
た
藩
吏
・
衙
役
が
担
っ
て
い
た
地
方
行
政
を
補
助
す
る
役
割
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

新
た
に
引
き
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
光
緒
二
〇
年
に
は
安
徽
省
で
も
団
練
経
費
を
確
保
す
る
た
め
舗
掲
が
実
施

　
　
　
　
　
　
　
⑳

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
各
省
督
撫
も
財
政
補
鎭
の
た
め
雑
掲
を
安
易
に
用
い

る
よ
う
に
な
り
、
結
果
と
し
て
清
末
の
「
苛
税
痛
撃
」
状
況
を
招
来
し
た
。

同
治
財
政
改
革
は
ひ
と
ま
ず
晒
規
需
索
・
規
礼
韻
送
体
系
の
毒
除
に
成
功
し

た
が
、
雑
掲
に
よ
る
新
た
な
収
奪
を
阻
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

　
①
同
治
伊
南
耳
鼻
志
』
巻
二
、
建
置
上
、
公
所
、
育
嬰
局
、
局
規

　
　
　
篇
。
江
省
育
嬰
善
挙
。
於
同
治
二
年
。
奉
前
業
憲
沈
。
彌
廉
偶
首
。
設
局
勧

　
　
　
辮
。
当
経
勧
諭
各
紳
。
捕
輸
経
費
。
及
城
廟
内
外
舗
戸
等
。
掲
輸
六
文
願
費
。

　
　
　
　
三
年
為
満
。

　
　
な
お
、
同
右
、
酌
定
新
章
＝
一
条
に
よ
る
と
、
三
年
満
期
の
後
な
お
も
経
費
が
不
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足
す
る
た
め
、
再
度
六
文
願
費
を
勧
損
す
べ
し
と
あ
る
。

②
同
治
『
郵
陽
県
志
』
墨
黒
、
建
概
、
公
署
、
育
袈
堂
。

③
同
治
『
貴
書
県
志
臨
巻
二
、
建
置
、
寺
観
、
育
嬰
堂
。

④
同
治
『
南
康
府
志
㎞
巻
七
、
建
置
、
諦
観
、
都
昌
県
育
慰
霊
。

⑤
上
海
で
は
一
日
一
文
の
寄
付
を
一
興
と
し
て
い
た
。
糊
中
国
善
会
善
堂
史
研
究
㎞

　
六
九
七
頁
。

⑥
『
塩
乗
』
（
民
国
欄
薪
昌
県
志
輪
）
巻
四
、
営
建
、
公
産
、
育
雛
堂

　
　
　
至
同
治
五
年
。
知
県
王
承
㎜
異
。
偲
旧
凱
醸
⊥
古
文
ム
阿
。
毎
入
ム
本
｝
股
。
寄
月
椙
川
銭
六

　
　
　
文
。
自
五
股
以
至
千
百
不
等
。
然
所
入
無
多
。
煩
礁
滋
甚
。

⑦
同
治
『
興
安
書
志
㎞
巻
五
、
建
置
、
寺
観
、
収
邸
、
警
醒
堂
、
附
同
善
堂
紀
事

　
　
　
℃
丁
日
疋
倣
杭
州
六
文
△
四
之
例
。
而
変
通
之
。
立
雛
溺
△
調
。
：
：
：
白
口
囲
純
鎚
九
年
至

　
　
　
同
治
九
年
六
月
。
共
救
溺
四
百
七
十
七
名
。
…
…
数
年
来
。
貧
者
愈
多
。
措

　
　
　
者
愈
少
。
所
入
不
敷
所
出
突
。
入
愈
少
。
勢
必
至
老
本
中
。
抽
出
用
之
。

⑧
同
治
『
長
沙
県
志
揚
巻
九
、
保
患
、
懇
諭
局
、
同
治
南
新
化
県
志
隔
巻
九
、
食

　
貨
、
明
器
、
同
治
四
郷
紺
碧
㎞
巻
五
、
営
建
、
育
鞘
堂
。
な
お
長
沙
で
は
、
妾
初

　
花
戸
の
掲
助
に
期
待
し
た
も
の
の
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
、
督
錆
局
よ
り
支
出
す
る
よ

　
う
に
改
め
ら
れ
た
。
ま
た
講
県
で
も
費
用
が
足
ら
ず
、
同
治
六
年
翠
嵐
に
よ
る
租

　
穀
掲
助
に
改
め
ら
れ
た
。
湖
南
で
も
六
文
会
方
式
は
成
果
を
挙
げ
な
か
っ
た
よ
う

　
で
あ
る
。

⑨
同
治
『
益
陽
県
志
輪
巻
三
、
欝
欝
、
公
署
、
育
嬰
堂

　
　
　
同
治
二
年
。
知
県
徐
澄
。
勧
諭
城
墾
行
店
。
凡
貨
物
買
繋
。
毎
銭
一
千
。
抽

　
　
　
取
二
文
入
局
。
以
助
経
費
。

⑩
咽
江
蘇
省
例
三
編
隔
光
緒
二
年
藩
、
［
保
嬰
章
程
」
。

⑪
『
江
蘇
省
例
三
編
魅
光
粒
調
年
藩
、
「
育
嬰
六
文
会
章
程
」
。
下
宝
第
は
揚
州
府

　
儀
徴
県
の
人
で
あ
る
。
同
県
で
は
ま
た
再
認
県
の
例
に
倣
い
璽
房
屋
税
を
用
い
た

　
育
嬰
も
行
っ
て
い
た
。
『
江
蘇
省
例
三
編
』
光
緒
七
年
藩
、
門
田
房
契
税
帯
収
育
嬰

　
経
費
偏
、
同
海
開
潔
癖
県
志
隔
巻
一
、
建
置
、
公
庸
、
煙
涛
堂
。

⑫
噸
申
報
臨
光
緒
三
年
四
月
二
六
B
、
「
査
提
抗
搦
」

　
　
　
昨
聞
。
辮
理
布
掲
局
委
員
。
以
城
内
及
大
東
門
外
茶
某
等
布
号
。
所
進
之
貨
。

　
　
　
既
不
報
絹
。
転
約
斉
租
界
外
同
業
。
籍
調
抗
玩
。
園
将
各
号
。
開
国
清
貼
。

　
　
　
移
請
上
海
県
。
筋
提
各
玩
戸
。
押
令
輸
納
。
莫
邑
悪
難
此
。
即
照
凹
凸
票
。

　
　
　
仰
値
快
協
同
伝
提
。
以
懸
送
周
報
絹
云
。

⑬
欄
申
報
臨
光
緒
三
年
一
〇
月
＝
日
、
「
開
掲
舞
賑
」

　
　
　
江
蘇
藩
憲
恩
方
伯
。
於
本
月
初
。
遣
人
赴
各
業
公
所
。
開
査
藻
塩
店
主
及
経

　
　
　
手
人
等
姓
名
。
蓋
以
豫
晋
両
省
。
飢
民
孔
急
。
欲
開
理
詰
。
簿
款
往
賑
也
。

　
　
　
叢
聞
課
業
姓
名
。
已
襟
開
呈
。
擬
予
日
当
。
由
藩
憲
備
轄
遽
斉
。
各
業
在
元

　
　
　
妙
餅
粥
姫
閣
議
事
云
。
…
…
帯
副
蘇
城
目
下
売
買
日
豊
減
魚
。
較
之
前
数
年

　
　
　
間
。
不
及
十
成
之
四
。
若
復
於
驚
描
課
外
。
益
以
懸
想
。
恐
覚
利
愈
難
。
而

　
　
　
生
意
更
聖
駕
。

⑭
噸
申
報
』
光
緒
三
年
一
〇
月
一
五
日
、
「
蘇
事
述
聞
」

　
　
　
前
語
原
州
府
課
太
守
。
難
聴
巡
防
～
節
。
府
警
以
防
務
経
費
甚
鍾
。
意
欲
禍

　
　
　
之
煙
霞
舗
。
乃
先
向
当
舗
開
描
。
書
舗
辞
書
向
無
旧
例
。
無
可
開
鉗
。
不
能

　
　
　
遵
諭
。

⑮
噸
申
報
偏
光
緒
三
年
一
〇
月
二
七
日
、
「
修
損
続
聞
」
。

⑯
噸
習
業
』
光
緒
三
年
＝
月
四
日
、
「
添
設
民
団
」
。

⑰
光
緒
『
再
続
高
郵
州
志
』
巻
～
、
輿
地
、
建
観
、
育
嬰
堂
。

⑱
同
治
『
山
陽
県
志
軸
巻
こ
、
建
虞
、
善
堂
。

⑲
鼻
緒
『
碓
鞍
懸
製
糖
同
店
六
、
建
置
、
善
堂
、
安
懐
堂
、
知
県
龍
寅
綬
安
懐
堂

　
碑
文
。

⑳
光
緒
噸
華
亭
県
志
』
巻
八
、
掴
賦
下
、
雑
税
、
市
税

　
　
　
戒
豊
年
間
。
軍
興
政
敵
。
江
蘇
省
各
典
。
無
税
銀
外
。
毎
月
黒
蓋
有
為
。
謂

　
　
　
皐
月
掴
。
嗣
後
軍
務
告
止
。
其
掴
銭
或
提
解
布
政
司
。
或
由
司
改
擬
善
堂
等

　
　
　
公
用
。
今
本
邑
逮
捕
。
係
擬
充
挙
人
親
試
盤
虚
誕
書
院
・
全
節
堂
経
費
。

⑳
民
国
噸
宝
山
県
続
二
輪
巻
四
、
財
賦
、
地
方
税
、
膏
油
、
典
掲
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同
治
累
年
。
邑
城
士
紳
。
稟
議
徴
収
。
以
充
公
善
堂
経
費
。

　
同
右
、
巻
一
一
、
救
憧
、
救
助
、
保
嬰

　
　
　
大
場
保
嬰
。
創
辮
於
光
緒
元
年
。
由
同
仁
堂
董
理
。
経
費
僅
籍
典
掲
。
七
年
。

　
　
　
呉
門
陳
儀
泉
・
蕃
渓
霊
芝
亭
。
募
建
乳
房
三
問
。
披
屋
一
悶
。
貼
費
保
嬰
而

　
　
　
外
。
増
買
上
嬰
。
稟
県
抽
三
布
揖
。
毎
疋
一
文
。
嗣
改
騒
騒
商
豊
満
。
毎
年

　
　
　
緻
銭
三
百
千
文
。

⑫
　
民
国
『
江
湾
里
志
』
巻
～
○
、
救
憶
、
救
助
。

⑱
　
　
『
申
報
』
山
事
五
年
八
月
二
日
、
耶
蘇
府
筋
刀
懸
絹
目
」
。

⑳
　
　
㎎
申
報
』
光
緒
七
年
四
月
一
四
日
、
「
肉
弾
掲
輸
」
。

⑮
善
堂
の
地
方
行
政
の
担
い
方
は
、
書
役
と
同
様
請
負
的
性
格
の
強
い
も
の
で
あ

　
つ
た
。
従
っ
て
上
述
の
上
海
善
堂
の
頽
廃
ぶ
り
と
夫
馬
進
が
杭
州
二
三
で
見
出
し

　
た
善
挙
の
「
徳
役
化
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
メ
ダ
ル
の
両
測
面
を
象
徴
し
て
い
る
と

　
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
掲
収
入
に
余
裕
が
あ
れ
ば
贅
沢
が
で
き
る
が
、
経
費
が

　
不
足
す
る
と
自
腹
を
切
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

⑳
　
流
錫
光
『
吏
馬
装
膜
』
巻
上
、
「
懐
寧
県
団
練
開
辮
辮
章
程
」
光
緒
庚
子
（
二

　
六
年
）
八
月
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
太
平
天
国
に
対
す
る
軍
事
費
や
動
乱
鎮
圧
後
の
善
後
費
を
確
保
す
る
た
め

に
導
入
さ
れ
た
麓
損
に
は
、
法
定
的
徴
収
で
あ
る
「
麓
金
掲
」
の
他
、
舗
掲

や
布
装
の
如
く
地
方
衙
門
や
善
堂
な
ど
に
よ
っ
て
便
宜
的
に
徴
収
さ
れ
る

「
雑
摘
」
が
存
在
し
た
。
同
治
中
葉
江
蘇
省
の
財
政
改
革
を
指
揮
し
た
江
蘇

巡
撫
丁
日
子
は
、
書
斎
・
衙
役
に
よ
る
晒
規
需
索
の
革
除
と
並
ん
で
州
県
官

や
善
堂
の
旧
事
に
よ
る
雑
掲
科
派
の
禁
止
、
特
に
舗
指
と
布
摘
の
改
革
に
取

り
組
ん
だ
。
し
か
し
三
三
は
地
方
行
政
経
費
を
直
接
補
填
し
た
り
、
善
堂
の

活
動
を
通
し
て
地
方
純
良
の
財
政
負
担
を
間
接
的
に
軽
減
し
た
か
ら
、
府
州

県
官
は
郷
薄
層
と
協
同
し
て
雑
摘
整
理
に
抵
抗
し
、
丁
以
後
の
督
撫
や
布
政

使
も
雑
掲
の
復
活
や
新
生
を
促
進
な
い
し
容
認
し
た
。
商
人
層
の
反
対
運
動

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
光
緒
以
降
雑
然
は
増
大
し
、
主
と
し
て
善
部
経
費
項
下

に
組
み
込
ま
れ
た
。
以
上
が
本
稿
の
結
論
で
あ
る
。

　
江
南
の
善
堂
は
嘉
慶
・
道
光
期
に
は
書
役
の
需
索
か
ら
農
民
層
を
保
護
す

る
た
め
効
力
を
発
揮
し
た
。
し
か
し
同
治
・
光
二
期
に
は
国
家
権
力
と
癒
着

し
、
商
入
層
か
ら
雑
摘
を
徴
収
し
て
末
端
行
政
の
一
部
を
請
け
負
う
財
務
機

関
と
化
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
僧
も
聖
堂
の
董
事
層
が
督
撫
や
州
県
に
す
り

寄
っ
て
反
動
化
し
た
か
ら
で
は
な
い
。
洋
務
派
官
僚
に
よ
る
財
政
改
革
は
、

書
役
層
の
需
索
を
押
さ
え
込
み
省
財
政
を
確
立
す
る
こ
と
に
ひ
と
ま
ず
成
功

し
た
が
、
同
時
期
の
日
本
が
断
行
し
た
地
租
改
正
す
な
わ
ち
土
地
税
の
再
掌

握
に
は
到
底
及
ば
ず
、
流
通
課
税
を
制
度
化
す
る
と
い
う
比
較
的
容
易
な
方

法
で
近
代
化
政
策
の
財
源
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
。
財
政
改
革
の
限
界
、
す

な
わ
ち
近
代
的
財
政
へ
の
移
行
の
不
徹
底
性
こ
そ
が
、
結
果
的
に
善
堂
の
財

務
機
関
化
を
必
要
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
北
九
州
大
学
経
済
学
部
助
教
授
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